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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】オーラル製品が口腔内に受け入れられ唾液に曝された際に、一つまたは複数の添
加物が、オーラル製品から放出され、口内で安定なポリマーマトリックス中に分散させる
ことができ、オーラル製品は、好ましい添加物放出プロフィールおよび触感を提供する。
【解決手段】オーラル製品は、口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含む。ボデ
ィは、口内で安定なポリマーマトリックス、口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込
まれたセルロース系繊維、および口内で安定なポリマーマトリックス中に分散したニコチ
ンまたはその誘導体を含む。オーラル製品は、ボディが口腔内に受け入れられ唾液に曝さ
れた際に、ニコチンまたはその誘導体をボディから放出するように適合されている。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含む、オーラル製品であって、該ボディ
が、
　口内で安定なポリマーマトリックス、
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたセルロース系繊維、および
　該ボディが該口腔内に受け入れられ唾液に曝された際に該ボディから放出されるように
該口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した、ニコチンまたはその誘導体
を含む、オーラル製品。
【請求項２】
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリウレタンを含む、請求項1記載のオーラル製
品。
【請求項３】
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリエステルを含む、請求項1記載のオーラル製
品。
【請求項４】
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリアクリレートを含む、請求項1記載のオーラ
ル製品。
【請求項５】
　口内で安定なポリマーマトリックスが、ポリエチレン、SEBS、SBS、またはそれらの組
み合わせを含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項６】
　口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した可塑剤をさらに含む、請求項1記載の
オーラル製品。
【請求項７】
　可塑剤が、プロピレングリコール、グリセリン、植物油、トリグリセリド類、およびそ
れらの組み合わせからなる群より選択される、請求項6記載のオーラル製品。
【請求項８】
　ボディ中に分散した甘味料をさらに含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項９】
　甘味料が、サッカリン、スクラロース、アスパルテーム、アセスルファムカリウム、お
よびそれらの組み合わせからなる群より選択される、請求項8記載のオーラル製品。
【請求項１０】
　ニコチンがタバコ由来のニコチンである、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１１】
　ニコチンが合成ニコチンである、請求項1～9のいずれか一項記載のオーラル製品。
【請求項１２】
　タバコ植物組織を実質的に含まない、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１３】
　ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤、アミノ酸、ケメス
テティック剤（chemsthetic agent）、抗酸化剤、植物性薬剤（botanicals）、歯ホワイ
トニング剤、治療剤、およびそれらの組み合わせからなる群より選択される添加物をさら
に含むオーラル製品であって、
　ボディが成人消費者の口内に保持された際に放出されるように該添加物が該ボディ中に
分散している、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１４】
　ボディが成人消費者の口内に配置された際に放出されるように該ボディ中に分散した、
香味料
をさらに含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１５】
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　香味料が、甘草、ウィンターグリーン、チェリーおよびベリータイプ香味料、ドランブ
イ、バーボン、スコッチ、ウイスキー、スペアミント、ペパーミント、ラベンダー、シナ
モン、カルダモン、セロリ（apium graveolens）、クローブ、カスカリラ、ナツメグ、サ
ンダルウッド、ベルガモット、ゼラニウム、ハニーエッセンス、ローズ油、バニラ、レモ
ン油、オレンジ油、和種ハッカ、カッシア、キャラウェイ、コニャック、ジャスミン、カ
モミール、メントール、イランイラン、セージ、フェンネル、ピメンタ、ショウガ、アニ
ス、コリアンダー、コーヒー、ハッカ属の種由来のハッカ油、ならびにそれらの組み合わ
せからなる群より選択される、請求項14記載のオーラル製品。
【請求項１６】
　ニコチンが繊維・ポリマーマトリックス中に吸収されている、請求項1記載のオーラル
製品。
【請求項１７】
　ボディが盾形である、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１８】
　ボディが5mm～25mmの直径および1mm～10mmの厚さを有する、請求項1記載のオーラル製
品。
【請求項１９】
　ボディがセルロース系繊維を少なくとも10重量％含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項２０】
　セルロース系繊維が非タバコセルロース系繊維である、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項２１】
　セルロース系繊維が、テンサイ繊維、ウッドパルプ繊維、綿繊維、ふすま繊維、柑橘パ
ルプ繊維、草繊維、ヤナギ繊維、およびポプラ繊維である、請求項20記載のオーラル製品
。
【請求項２２】
　ボディが口内で安定なポリマーを少なくとも10重量％含む、請求項1記載のオーラル製
品。
【請求項２３】
　ボディがニコチン0.1mg～6mgを含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項２４】
　ボディが95％未満の250N圧縮率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項２５】
　ボディが80％未満の250N圧縮率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項２６】
　ボディが45％～90％の250N圧縮率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項２７】
　ボディが99％未満の425N圧縮率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項２８】
　ボディが60％～98％の425N圧縮率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項２９】
　ボディが少なくとも20％の弾性率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項３０】
　ボディが少なくとも70％の弾性率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項３１】
　ボディが75％～90％の弾性率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項３２】
　抗酸化剤をさらに含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項３３】
　抗酸化剤を0.01重量％～5.0重量％含む、請求項32記載のオーラル製品。
【請求項３４】
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　抗酸化剤が、パルミチン酸アスコルビル、BHT、アスコルビン酸、アスコルビン酸ナト
リウム、クエン酸モノステロール、トコフェロール類、没食子酸プロピル、tert-ブチル
ヒドロキノン（TBHQ）、ブチル化ヒドロキシアニソール（BHA）、ビタミンE、およびそれ
らの組み合わせから選択される、請求項32記載のオーラル製品。
【請求項３５】
　抗酸化剤がビタミンCの誘導体である、請求項32記載のオーラル製品。
【請求項３６】
　抗酸化剤がパルミチン酸アスコルビルである、請求項32記載のオーラル製品。
【請求項３７】
　可溶性繊維をさらに含む、請求項32記載のオーラル製品。
【請求項３８】
　可溶性繊維とセルロース系繊維との比が1:60～60:1である、請求項37記載のオーラル製
品。
【請求項３９】
　可溶性繊維がマルトデキストリンを含む、請求項37記載のオーラル製品。
【請求項４０】
　可溶性繊維がトウモロコシ由来である、請求項37記載のオーラル製品。
【請求項４１】
　セルロース系繊維がその中に分散している口内で安定なポリマーを押出し成形する工程
、および
　該押出し成形する工程の最中または後でニコチンまたはその誘導体を該口内で安定なポ
リマー内に分散させる工程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
【請求項４２】
　押出し成形された口内で安定なポリマーとセルロース系繊維との混合物を、成人消費者
の口腔中に少なくとも部分的に受け入れられるようなサイズの個々のオーラル製品へと切
断する工程をさらに含む、請求項41記載の方法。
【請求項４３】
　分散させる工程が押出し成形する工程中に実施される、請求項41記載の方法。
【請求項４４】
　ニコチンをセルロース系繊維と混合する、請求項43記載の方法。
【請求項４５】
　分散させる工程が押出し成形する工程の後に実施される、請求項41記載の方法。
【請求項４６】
　口内で安定なポリマーが、押出し成形する工程中にその中に混合される可塑剤を含む、
請求項41記載の方法。
【請求項４７】
　押出し成形する工程の最中または後で香味料を加えることをさらに含む、請求項41記載
の方法。
【請求項４８】
　押出し成形する工程中に抗酸化剤を加えることをさらに含む、請求項41記載の方法。
【請求項４９】
　押出し成形後の香味付けプロセス中に抗酸化剤を加えることをさらに含む、請求項41記
載の方法。
【請求項５０】
　押出し成形する工程中に可溶性繊維を加えることをさらに含む、請求項41記載の方法。
【請求項５１】
　口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、
　該押出し成形する工程の最中または後でニコチンを該口内で安定なポリマー内に分散さ
せる工程、および
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　該押出し成形された口内で安定なポリマーを切断して個々のオーラル製品を形成する工
程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
【請求項５２】
　個々のオーラル製品が、口腔内で操作される際に、柔軟でありかつ形状記憶性を有する
、請求項51記載の方法。
【請求項５３】
　口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、
　該押出し成形する工程の最中または後でニコチンを該口内で安定なポリマー内に分散さ
せる工程、および
　該押出し成形された口内で安定なポリマーを成形して個々のオーラル製品を形成する工
程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
【請求項５４】
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラル製品であって、該ボディが
、
　該ボディ中に分散したニコチンまたはその誘導体、
　該ボディ中に分散した抗酸化剤
を含み、
　該オーラル製品が、該オーラル製品を25℃および相対湿度65％で2週間ねかせたのち、
ニコチンの0.50％未満がニコチンN-オキシドに転換するように構成されている、オーラル
製品。
【請求項５５】
　ボディが、抗酸化剤0.01重量％～1.0重量％およびニコチン0.1mg～6mgを含む、請求項5
4記載のオーラル製品。
【請求項５６】
　抗酸化剤が、パルミチン酸アスコルビル、BHT、アスコルビン酸、アスコルビン酸ナト
リウム、ビタミンCの誘導体、クエン酸モノステロール、トコフェロール類、没食子酸プ
ロピル、tert-ブチルヒドロキノン（TBHQ）、ブチル化ヒドロキシアニソール（BHA）、ビ
タミンE、およびそれらの誘導体もしくは組み合わせである、請求項54記載のオーラル製
品。
【請求項５７】
　ボディが、口内で安定なポリウレタンマトリックスおよび該マトリックス内の可溶性繊
維と不溶性繊維との組み合わせを含み、ニコチンおよび抗酸化剤が該マトリックス内に分
散している、請求項54記載のオーラル製品。
【請求項５８】
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラル製品であって、該ボディが
、
　口内で安定なポリマーマトリックス、
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたセルロース系繊維、および
　該ボディが該口腔内に受け入れられ唾液に曝された際に該ボディから放出されるように
該口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した、添加物
を含む、オーラル製品。
【請求項５９】
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリウレタンを含む、請求項58記載のオーラル製
品。
【請求項６０】
　ボディ中に分散した甘味料をさらに含む、請求項58記載のオーラル製品。
【請求項６１】
　添加物が、ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤、アミノ
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酸、ケメステティック剤、抗酸化剤、植物性薬剤、歯ホワイトニング剤、治療剤、および
それらの組み合わせからなる群より選択される、請求項58記載のオーラル製品。
【請求項６２】
　添加物が、Gerd、ブプレノルフィン、ニトログリセリン、ジクロフェナク、フェンタニ
ル、カルバマゼピン、ガランタミン、アシクロビル、ポリアミドアミンナノ粒子、クロル
フェニラミン、テストステロン、エストラジオール、プロゲステロン、カルシトニン、フ
ルオロウラシル、ナルトレキソン、オダンセトロン、デシタビン、セレギリン、ラモトリ
ギン、プロクロルペラジン、およびそれらの組み合わせからなる群より選択される治療剤
である、請求項58記載のオーラル製品。
【請求項６３】
　ボディが消費者の口内に保持された際に放出されるように該ボディ中に分散した、香味
料
をさらに含む、請求項58記載のオーラル製品。
【請求項６４】
　ボディが45％～90％の250N圧縮率を有する、請求項58記載のオーラル製品。
【請求項６５】
　ボディが60％～98％の425N圧縮率を有する、請求項58記載のオーラル製品。
【請求項６６】
　ボディが75％～90％の弾性率を有する、請求項58記載のオーラル製品。
【請求項６７】
　セルロース系繊維がその中に分散している口内で安定なポリマーを押出し成形する工程
、および
　該押出し成形する工程の最中または後で添加物を該口内で安定なポリマー内に分散させ
る工程であって、該添加物が、香味料、甘味料、カフェイン、またはそれらの組み合わせ
から選択される、工程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
【請求項６８】
　口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、
　該押出し成形する工程の最中または後で添加物を該口内で安定なポリマー内に分散させ
る工程、および
　該押出し成形された口内で安定なポリマーを切断して個々のオーラル製品を形成する工
程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
【請求項６９】
　個々のオーラル製品が45％～90％の250N圧縮率を有する、請求項68記載の方法。
【請求項７０】
　口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、
　該押出し成形する工程の最中または後で添加物を該口内で安定なポリマー内に分散させ
る工程、および
　該押出し成形された口内で安定なポリマーを成形して個々のオーラル製品を形成する工
程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
【請求項７１】
　個々のオーラル製品が45％～90％の250N圧縮率を有する、請求項70記載の方法。
【請求項７２】
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラル製品であって、該ボディが
、
　口内で安定なポリマーマトリックス、
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれた、可溶成分が除去された（exhaus
ted）タバコ繊維、および
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　該ボディが該口腔内に受け入れられ唾液に曝された際に該ボディから放出されるように
該口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した、添加物
を含む、オーラル製品。
【請求項７３】
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリウレタンを含む、請求項72記載のオーラル製
品。
【請求項７４】
　ボディ中に分散した甘味料をさらに含む、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項７５】
　添加物がニコチンまたはその誘導体である、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項７６】
　非タバコセルロース系繊維をさらに含む、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項７７】
　添加物が、ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤、アミノ
酸、ケメステティック剤、抗酸化剤、植物性薬剤、歯ホワイトニング剤、治療剤、および
それらの組み合わせからなる群より選択される、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項７８】
　ボディが成人消費者の口内に保持された際に放出されるように該ボディまたは可溶成分
が除去されたタバコ繊維中に分散した、香味料
をさらに含む、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項７９】
　ボディが盾形である、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項８０】
　ボディが、可溶成分が除去されたタバコ繊維を少なくとも10重量％含む、請求項72記載
のオーラル製品。
【請求項８１】
　ボディが口内で安定なポリマーを少なくとも10重量％含む、請求項72記載のオーラル製
品。
【請求項８２】
　ボディがニコチン0.1mg～6mgを含む、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項８３】
　ボディが45％～90％の250N圧縮率を有する、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項８４】
　ボディが60％～98％の425N圧縮率を有する、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項８５】
　ボディが75％～90％の弾性率を有する、請求項72記載のオーラル製品。
【請求項８６】
　可溶成分が除去されたタバコ繊維がその中に分散している口内で安定なポリマーを押出
し成形する工程、および
　該押出し成形する工程の最中または後で添加物を該口内で安定なポリマー内に分散させ
る工程であって、該添加物が、香味料、甘味料、ニコチン、カフェイン、またはそれらの
組み合わせから選択される、工程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
【請求項８７】
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラルタバコ製品であって、該ボ
ディが、
　口内で安定なポリマーマトリックス、および
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたタバコ繊維
を含み、該ボディが45％～95％の250N圧縮率を有する、オーラルタバコ製品。
【請求項８８】
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　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラルタバコ製品であって、該ボ
ディが、
　口内で安定なポリマーマトリックス、および
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたタバコ繊維
を含み、該ボディが60％～99％の425N圧縮率を有する、オーラルタバコ製品。
【請求項８９】
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラルタバコ製品であって、該ボ
ディが、
　口内で安定なポリマーマトリックス、および
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたタバコ繊維
を含み、該ボディが少なくとも20％の弾性率を有する、オーラルタバコ製品。
【請求項９０】
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリウレタンを含む、請求項87～89のいずれか一
項記載のオーラルタバコ製品。
【請求項９１】
　口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した可塑剤をさらに含む、請求項87～89の
いずれか一項記載のオーラルタバコ製品。
【請求項９２】
　ボディが盾形である、請求項87～89のいずれか一項記載のオーラルタバコ製品。
【請求項９３】
　ボディがタバコ繊維を少なくとも10重量％含む、請求項87～89のいずれか一項記載のオ
ーラルタバコ製品。
【請求項９４】
　非タバコセルロース系繊維をさらに含む、請求項87～89のいずれか一項記載のオーラル
タバコ製品。
【請求項９５】
　ボディが口内で安定なポリマーを少なくとも10重量％含む、請求項87～89のいずれか一
項記載のオーラルタバコ製品。
【請求項９６】
　ボディが45％～90％の250N圧縮率を有する、請求項87～89のいずれか一項記載のオーラ
ルタバコ製品。
【請求項９７】
　ボディが60％～98％の425N圧縮率を有する、請求項87～89のいずれか一項記載のオーラ
ルタバコ製品。
【請求項９８】
　ボディが75％～90％の弾性率を有する、請求項87～89のいずれか一項記載のオーラルタ
バコ製品。
【請求項９９】
　抗酸化剤をさらに含む、請求項87～89のいずれか一項記載のオーラルタバコ製品。
【請求項１００】
　抗酸化剤を0.01重量％～5.0重量％含む、請求項99記載のオーラルタバコ製品。
【請求項１０１】
　可溶性繊維をさらに含む、請求項87～89のいずれか一項記載のオーラルタバコ製品。
【請求項１０２】
　可溶性繊維とセルロース系繊維との比が1:60～60:1である、請求項101記載のオーラル
タバコ製品。
【請求項１０３】
　可溶性繊維がマルトデキストリンを含む、請求項101記載のオーラル製品。
【請求項１０４】
　タバコ繊維がその中に分散している口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、およ
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び
　該押出し成形された口内で安定なポリマーとタバコ繊維との混合物を、成人タバコ消費
者の口腔中に少なくとも部分的に受け入れられるようなサイズの個々のオーラルタバコ製
品へと切断する工程
を含む、オーラルタバコ製品を形成する方法。
【請求項１０５】
　押出し成形する工程中に可溶性繊維を加えることをさらに含む、請求項104記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、2012年1月20日に出願された米国特許仮出願第61/588,873号、2012年1月20日
に出願された米国特許仮出願第61/588,904号、2012年1月20日に出願された米国特許仮出
願第61/588,851号、2012年1月20日に出願された米国特許仮出願第61/588,861号、および2
012年10月31日に出願された米国特許仮出願第61/720,852号の優先権の恩典を主張する。
これら先行出願の開示は、本出願の開示の一部である（および参照により組み入れられる
）と考えられる。
【０００２】
技術分野
　本文献は、口内で安定なポリマーと一つまたは複数の添加物とを含むオーラル製品に関
する。
【背景技術】
【０００３】
背景
　タバコは、成人タバコ消費者によって多様な形で嗜まれることができる。発煙タバコは
、燃やし、その煙霧質を味わう、または吸い込むものである（たとえば、紙巻きタバコ、
葉巻またはパイプで）。無煙タバコ製品は、燃やすものではなく、噛みタバコ、湿り無煙
タバコ、スヌースおよびドライスナッフを含む。噛みタバコとは、一般的には大きなパウ
チ様パッケージの中にパッケージングされ、プラグまたはツイストの中で使用される、粗
く粉砕したタバコ葉である。湿り無煙タバコとは、ばらの形態またはパウチ形態で提供さ
れる、より小さく粉砕した湿りタバコであり、一般的に、丸い缶の中にパッケージングさ
れ、成人タバコ消費者の頬と歯茎との間に配置されるひとつまみ分として、またはパウチ
形態で使用される。スヌースとは、熱処理された無煙タバコである。ドライスナッフは、
口に入れられる、または鼻で使用される、細かく挽いたタバコである。
【０００４】
　今や、ますます多くの政府が、レストランおよび交通機関のような公共の場における喫
煙に規制を実施している。米国のような一部の国においては、一部の職場にも公共的な規
制が適用されている。無煙製品もまた、特定の政府または職場によって禁じられることが
ある。
【０００５】
　経頬的システム、たとえばニコチン含有チューインガムおよび経皮的ニコチン送達シス
テムが当技術分野において周知である。しかし、これらのシステムは、一部の成人タバコ
消費者にとって、適したタバコ様の体感を一貫して提供するわけではない。
【０００６】
　また、香味および／または一つもしくは複数の有効成分を提供するオーラル製品が公知
である。一つのそのようなオーラル製品がチューインガムである。他のオーラル製品は、
ハードキャンディー（たとえばハッカ）を含む。また、より軟らかなゼラチンベースのオ
ーラル製品が公知である。また、薬学的および治療的製品（たとえば咳止めロゼンジ）が
、経口消費のための固体形態で提供され得る。オーラル製品の香味放出および／または有
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効薬剤放出特性は、改善された消費者製品を提供するために重要である。
【発明の概要】
【０００７】
概要
　本明細書は、満足な触感および／または香味感を提供するオーラル製品を記載する。特
定の態様において、オーラル製品は、延長した添加物放出期間を提供することができる。
オーラル製品は、成人消費者の口腔中に少なくとも部分的に受け入れ可能であるボディを
含む。いくつかの態様において、ボディは、口内で安定なポリマーマトリックス、安定な
ポリマーマトリックスに埋め込まれたセルロース系繊維、およびボディが口腔内に受け入
れられ唾液に曝された際に放出されるようにボディ中に分散した一つまたは複数の添加物
を含む。
【０００８】
　特定の態様のオーラル製品はニコチンまたはその誘導体を含む。オーラル製品は、タバ
コ様香味感および好ましい触感を提供することができる。添加物（たとえば甘味料、香味
料、およびニコチン）の組み合わせを組み合わせて、好ましい触感および香味感を提供す
ることができる。
【０００９】
　特定の態様のオーラル製品は、香味料、甘味料、ビタミン、ミネラル、治療剤、栄養補
助食品、精力剤、無痛化剤、着色剤、アミノ酸、ケメステティック剤（chemsthetic agen
t）、抗酸化剤、食品用乳化剤、pH調整剤、植物性薬剤（botanicals）、歯ホワイトニン
グ剤、および/またはアルカロイド類（たとえばカフェイン）を含む。いくつかの場合、
オーラル製品はタバコを実質的に含まないことができる。添加物（たとえば甘味料、香味
料、およびカフェイン）の組み合わせを組み合わせて、好ましい触感および香味感を提供
することができる。
【００１０】
　本明細書はまた、満足な触感および／または香味感を提供するオーラルタバコ製品を記
載する。オーラルタバコ製品は、成人タバコ消費者の口腔中に少なくとも部分的に受け入
れ可能であるボディを含む。いくつかの態様において、ボディは、口内で安定なポリマー
マトリックスおよび安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたタバコ繊維を含む。いく
つかの態様において、オーラル製品は、可溶成分が除去された（exhausted）タバコ繊維
および一つまたは複数の添加物を含むことができる。
【００１１】
　これらおよび他の態様それぞれは、場合によっては、以下の特徴の一つまたは複数を含
むことができる。いくつかの態様において、オーラル製品のボディは口内で安定なポリマ
ーを少なくとも10重量％含む。口内で安定なポリマーマトリックスは、ポリウレタン、シ
リコンポリマー、ポリエステル、ポリアクリレート、ポリエチレン、ポリ（スチレン－エ
チレン－ブチレン－スチレン）（「SEBS」）、ポリ（スチレン－ブタジエン－スチレン）
（「SBS」）、ポリ（スチレン－イソプレン－スチレン）（「SIS」）、および他の類似の
熱可塑性エラストマー、またはそれらの任意のコポリマー、混合物もしくは組み合わせを
含むことができる。オーラル製品はまた、口内で安定なポリマーマトリックス中に分散し
た可塑剤を含むことができる。たとえば、可塑剤は、プロピレングリコール、グリセリン
、植物油、トリグリセリド類、またはそれらの組み合わせであってよい。オーラル製品は
また、ボディ中に分散した甘味料を含むことができる。甘味料は、サッカリン、スクラロ
ース、アスパルテーム、アセスルファムカリウム、またはそれらの組み合わせであってよ
い。
【００１２】
　特定の態様のオーラル製品はタバコ植物組織を実質的に含まない。オーラル製品に加え
られるニコチンは、合成ニコチンまたはタバコ由来のニコチンのいずれかであってよい。
いくつかの態様において、オーラル製品はニコチン0.1mg～6mgを含む。オーラル製品はま
た、ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤、アミノ酸、ケメ
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ステティック剤、抗酸化剤、植物性薬剤、歯ホワイトニング剤、治療剤、またはそれらの
組み合わせからなる群より選択される添加物を含むことができる。ニコチンおよび／また
は他の添加物は、セルロース系繊維およびポリマーマトリックス中に吸収されることがで
きる。いくつかの態様によるオーラル製品は、セルロース系繊維として、可溶成分が除去
されたタバコの繊維を含む。いくつかの態様において、オーラル製品はタバコの繊維を含
む。
【００１３】
　オーラル製品のボディは、セルロース系繊維を少なくとも10重量％有することができる
。セルロース系繊維は植物組織由来であってよい。いくつかの態様において、セルロース
系繊維はセルロースを含む。セルロース系繊維はさらにリグニンおよび／または脂質を含
むことができる。セルロース系繊維は非タバコセルロース系繊維であってよい。たとえば
、セルロース系繊維は、テンサイ繊維、ウッドパルプ繊維、綿繊維、ふすま繊維、柑橘パ
ルプ繊維、草繊維、ヤナギ繊維、ポプラ繊維、およびそれらの組み合わせから選択するこ
とができる。セルロース系繊維はまた、使用の前に化学的に処理されてもよい。たとえば
、セルロース系繊維は、CMC、HPMC、HPC、または他の処理されたセルロース系材料であっ
てよい。
【００１４】
　オーラル製品は香味料を含むことができる。香味料は天然または人工であってよい。香
味料は、甘草、ウィンターグリーン、チェリーおよびベリータイプ香味料、ドランブイ、
バーボン、スコッチ、ウイスキー、スペアミント、ペパーミント、ラベンダー、シナモン
、カルダモン、セロリ、クローブ、カスカリラ、ナツメグ、サンダルウッド、ベルガモッ
ト、ゼラニウム、ハニーエッセンス、ローズ油、バニラ、レモン油、オレンジ油、和種ハ
ッカ、カッシア、キャラウェイ、コニャック、ジャスミン、カモミール、メントール、イ
ランイラン、セージ、フェンネル、ピメンタ、ショウガ、アニス、コリアンダー、コーヒ
ー、ハッカ属の種のハッカ油、ココア、およびそれらの組み合わせから選択することがで
きる。合成香味料を使用することもできる。特定の態様においては、香味料の組み合わせ
を組み合わせてタバコ香味を模倣することができる。香味料の特定の組み合わせは、一般
に安全と認められる（「GRAS」）香味料から選択することができる。香味料はまた、カプ
セル封入された香味料としてオーラル製品に含まれることもできる。
【００１５】
　オーラル製品のボディは多様な異なる形状を有することができ、そのいくつかは、円板
形、盾形、長方形、および正方形を含む。特定の態様にしたがって、ボディは、5mm～25m
mの長さまたは幅および1mm～10mmの厚さを有することができる。
【００１６】
　オーラル製品のボディは圧縮性かつ弾力性であってよい。いくつかの態様において、ボ
ディは、95％未満、90％未満、85％未満、または80％未満の250N圧縮率を有する。いくつ
かの態様において、ボディは45％～90％の250N圧縮率を有する。オーラル製品のボディは
99％未満の425N圧縮率を有することができる。たとえば、ボディは60％～98％の425N圧縮
率を有することができる。ボディはまた、少なくとも20％、少なくとも30％、少なくとも
40％、少なくとも50％、少なくとも60％、少なくとも70％、または少なくとも75％の弾性
率を有することができる。たとえば、ボディは75％～90％の弾性率を有することができる
。
【００１７】
　オーラル製品はまた、抗酸化剤を含むことができる。いくつかの態様において、オーラ
ル製品は抗酸化剤を0.01重量％～5.0重量％含む。適した抗酸化剤は、パルミチン酸アス
コルビル、BHT、アスコルビン酸、アスコルビン酸ナトリウム、クエン酸モノステロール
、トコフェロール類、没食子酸プロピル、tert-ブチルヒドロキノン（TBHQ）、ブチル化
ヒドロキシアニソール（BHA）、ビタミンE、およびそれらの誘導体を含む。抗酸化剤とニ
コチンとの組み合わせが、ニコチンN-オキシドの形成を減らすことができる。
【００１８】
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　オーラル製品は、可溶性繊維と不溶性セルロース系繊維との組み合わせを含むことがで
きる。いくつかの態様において、可溶性繊維とセルロース系繊維との比は1:60～60:1であ
ってよい。いくつかの態様において、可溶性繊維はマルトデキストリンを含むことができ
る。いくつかの態様において、可溶性繊維はデンプンを含む。可溶性繊維はトウモロコシ
由来であってよい。概して、本明細書に記載される主題の別の局面は、オーラル製品を製
造し、使用する方法である。オーラル製品を製造する方法は、セルロース系繊維および／
またはその中に分散した一つまたは複数の添加物を有する口内で安定なポリマーを押出し
成形する操作を含むことができる。
【００１９】
[本発明1001]
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含む、オーラル製品であって、該ボディ
が、
　口内で安定なポリマーマトリックス、
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたセルロース系繊維、および
　該ボディが該口腔内に受け入れられ唾液に曝された際に該ボディから放出されるように
該口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した、ニコチンまたはその誘導体
を含む、オーラル製品。
[本発明1002]
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリウレタンを含む、本発明1001のオーラル製品
。
[本発明1003]
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリエステルを含む、本発明1001のオーラル製品
。
[本発明1004]
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリアクリレートを含む、本発明1001のオーラル
製品。
[本発明1005]
　口内で安定なポリマーマトリックスが、ポリエチレン、SEBS、SBS、またはそれらの組
み合わせを含む、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1006]
　口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した可塑剤をさらに含む、本発明1001のオ
ーラル製品。
[本発明1007]
　可塑剤が、プロピレングリコール、グリセリン、植物油、トリグリセリド類、およびそ
れらの組み合わせからなる群より選択される、本発明1006のオーラル製品。
[本発明1008]
　ボディ中に分散した甘味料をさらに含む、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1009]
　甘味料が、サッカリン、スクラロース、アスパルテーム、アセスルファムカリウム、お
よびそれらの組み合わせからなる群より選択される、本発明1008のオーラル製品。
[本発明1010]
　ニコチンがタバコ由来のニコチンである、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1011]
　ニコチンが合成ニコチンである、本発明1001～1009のいずれかのオーラル製品。
[本発明1012]
　タバコ植物組織を実質的に含まない、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1013]
　ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤、アミノ酸、ケメス
テティック剤（chemsthetic agent）、抗酸化剤、植物性薬剤（botanicals）、歯ホワイ
トニング剤、治療剤、およびそれらの組み合わせからなる群より選択される添加物をさら
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に含むオーラル製品であって、
　ボディが成人消費者の口内に保持された際に放出されるように該添加物が該ボディ中に
分散している、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1014]
　ボディが成人消費者の口内に配置された際に放出されるように該ボディ中に分散した、
香味料
をさらに含む、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1015]
　香味料が、甘草、ウィンターグリーン、チェリーおよびベリータイプ香味料、ドランブ
イ、バーボン、スコッチ、ウイスキー、スペアミント、ペパーミント、ラベンダー、シナ
モン、カルダモン、セロリ（apium graveolens）、クローブ、カスカリラ、ナツメグ、サ
ンダルウッド、ベルガモット、ゼラニウム、ハニーエッセンス、ローズ油、バニラ、レモ
ン油、オレンジ油、和種ハッカ、カッシア、キャラウェイ、コニャック、ジャスミン、カ
モミール、メントール、イランイラン、セージ、フェンネル、ピメンタ、ショウガ、アニ
ス、コリアンダー、コーヒー、ハッカ属の種由来のハッカ油、ならびにそれらの組み合わ
せからなる群より選択される、本発明1014のオーラル製品。
[本発明1016]
　ニコチンが繊維・ポリマーマトリックス中に吸収されている、本発明1001のオーラル製
品。
[本発明1017]
　ボディが盾形である、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1018]
　ボディが5mm～25mmの直径および1mm～10mmの厚さを有する、本発明1001のオーラル製品
。
[本発明1019]
　ボディがセルロース系繊維を少なくとも10重量％含む、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1020]
　セルロース系繊維が非タバコセルロース系繊維である、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1021]
　セルロース系繊維が、テンサイ繊維、ウッドパルプ繊維、綿繊維、ふすま繊維、柑橘パ
ルプ繊維、草繊維、ヤナギ繊維、およびポプラ繊維である、本発明1020のオーラル製品。
[本発明1022]
　ボディが口内で安定なポリマーを少なくとも10重量％含む、本発明1001のオーラル製品
。
[本発明1023]
　ボディがニコチン0.1mg～6mgを含む、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1024]
　ボディが95％未満の250N圧縮率を有する、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1025]
　ボディが80％未満の250N圧縮率を有する、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1026]
　ボディが45％～90％の250N圧縮率を有する、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1027]
　ボディが99％未満の425N圧縮率を有する、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1028]
　ボディが60％～98％の425N圧縮率を有する、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1029]
　ボディが少なくとも20％の弾性率を有する、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1030]
　ボディが少なくとも70％の弾性率を有する、本発明1001のオーラル製品。
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[本発明1031]
　ボディが75％～90％の弾性率を有する、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1032]
　抗酸化剤をさらに含む、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1033]
　抗酸化剤を0.01重量％～5.0重量％含む、本発明1032のオーラル製品。
[本発明1034]
　抗酸化剤が、パルミチン酸アスコルビル、BHT、アスコルビン酸、アスコルビン酸ナト
リウム、クエン酸モノステロール、トコフェロール類、没食子酸プロピル、tert-ブチル
ヒドロキノン（TBHQ）、ブチル化ヒドロキシアニソール（BHA）、ビタミンE、およびそれ
らの組み合わせから選択される、本発明1032のオーラル製品。
[本発明1035]
　抗酸化剤がビタミンCの誘導体である、本発明1032のオーラル製品。
[本発明1036]
　抗酸化剤がパルミチン酸アスコルビルである、本発明1032のオーラル製品。
[本発明1037]
　可溶性繊維をさらに含む、本発明1032のオーラル製品。
[本発明1038]
　可溶性繊維とセルロース系繊維との比が1:60～60:1である、本発明1037のオーラル製品
。
[本発明1039]
　可溶性繊維がマルトデキストリンを含む、本発明1037のオーラル製品。
[本発明1040]
　可溶性繊維がトウモロコシ由来である、本発明1037のオーラル製品。
[本発明1041]
　セルロース系繊維がその中に分散している口内で安定なポリマーを押出し成形する工程
、および
　該押出し成形する工程の最中または後でニコチンまたはその誘導体を該口内で安定なポ
リマー内に分散させる工程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
[本発明1042]
　押出し成形された口内で安定なポリマーとセルロース系繊維との混合物を、成人消費者
の口腔中に少なくとも部分的に受け入れられるようなサイズの個々のオーラル製品へと切
断する工程をさらに含む、本発明1041の方法。
[本発明1043]
　分散させる工程が押出し成形する工程中に実施される、本発明1041の方法。
[本発明1044]
　ニコチンをセルロース系繊維と混合する、本発明1043の方法。
[本発明1045]
　分散させる工程が押出し成形する工程の後に実施される、本発明1041の方法。
[本発明1046]
　口内で安定なポリマーが、押出し成形する工程中にその中に混合される可塑剤を含む、
本発明1041の方法。
[本発明1047]
　押出し成形する工程の最中または後で香味料を加えることをさらに含む、本発明1041の
方法。
[本発明1048]
　押出し成形する工程中に抗酸化剤を加えることをさらに含む、本発明1041の方法。
[本発明1049]
　押出し成形後の香味付けプロセス中に抗酸化剤を加えることをさらに含む、本発明1041
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の方法。
[本発明1050]
　押出し成形する工程中に可溶性繊維を加えることをさらに含む、本発明1041の方法。
[本発明1051]
　口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、
　該押出し成形する工程の最中または後でニコチンを該口内で安定なポリマー内に分散さ
せる工程、および
　該押出し成形された口内で安定なポリマーを切断して個々のオーラル製品を形成する工
程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
[本発明1052]
　個々のオーラル製品が、口腔内で操作される際に、柔軟でありかつ形状記憶性を有する
、本発明1051の方法。
[本発明1053]
　口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、
　該押出し成形する工程の最中または後でニコチンを該口内で安定なポリマー内に分散さ
せる工程、および
　該押出し成形された口内で安定なポリマーを成形して個々のオーラル製品を形成する工
程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
[本発明1054]
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラル製品であって、該ボディが
、
　該ボディ中に分散したニコチンまたはその誘導体、
　該ボディ中に分散した抗酸化剤
を含み、
　該オーラル製品が、該オーラル製品を25℃および相対湿度65％で2週間ねかせたのち、
ニコチンの0.50％未満がニコチンN-オキシドに転換するように構成されている、オーラル
製品。
[本発明1055]
　ボディが、抗酸化剤0.01重量％～1.0重量％およびニコチン0.1mg～6mgを含む、本発明1
054のオーラル製品。
[本発明1056]
　抗酸化剤が、パルミチン酸アスコルビル、BHT、アスコルビン酸、アスコルビン酸ナト
リウム、ビタミンCの誘導体、クエン酸モノステロール、トコフェロール類、没食子酸プ
ロピル、tert-ブチルヒドロキノン（TBHQ）、ブチル化ヒドロキシアニソール（BHA）、ビ
タミンE、およびそれらの誘導体もしくは組み合わせである、本発明1054のオーラル製品
。
[本発明1057]
　ボディが、口内で安定なポリウレタンマトリックスおよび該マトリックス内の可溶性繊
維と不溶性繊維との組み合わせを含み、ニコチンおよび抗酸化剤が該マトリックス内に分
散している、本発明1054のオーラル製品。
[本発明1058]
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラル製品であって、該ボディが
、
　口内で安定なポリマーマトリックス、
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたセルロース系繊維、および
　該ボディが該口腔内に受け入れられ唾液に曝された際に該ボディから放出されるように
該口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した、添加物
を含む、オーラル製品。
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[本発明1059]
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリウレタンを含む、本発明1058のオーラル製品
。
[本発明1060]
　ボディ中に分散した甘味料をさらに含む、本発明1058のオーラル製品。
[本発明1061]
　添加物が、ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤、アミノ
酸、ケメステティック剤、抗酸化剤、植物性薬剤、歯ホワイトニング剤、治療剤、および
それらの組み合わせからなる群より選択される、本発明1058のオーラル製品。
[本発明1062]
　添加物が、Gerd、ブプレノルフィン、ニトログリセリン、ジクロフェナク、フェンタニ
ル、カルバマゼピン、ガランタミン、アシクロビル、ポリアミドアミンナノ粒子、クロル
フェニラミン、テストステロン、エストラジオール、プロゲステロン、カルシトニン、フ
ルオロウラシル、ナルトレキソン、オダンセトロン、デシタビン、セレギリン、ラモトリ
ギン、プロクロルペラジン、およびそれらの組み合わせからなる群より選択される治療剤
である、本発明1058のオーラル製品。
[本発明1063]
　ボディが消費者の口内に保持された際に放出されるように該ボディ中に分散した、香味
料
をさらに含む、本発明1058のオーラル製品。
[本発明1064]
　ボディが45％～90％の250N圧縮率を有する、本発明1058のオーラル製品。
[本発明1065]
　ボディが60％～98％の425N圧縮率を有する、本発明1058のオーラル製品。
[本発明1066]
　ボディが75％～90％の弾性率を有する、本発明1058のオーラル製品。
[本発明1067]
　セルロース系繊維がその中に分散している口内で安定なポリマーを押出し成形する工程
、および
　該押出し成形する工程の最中または後で添加物を該口内で安定なポリマー内に分散させ
る工程であって、該添加物が、香味料、甘味料、カフェイン、またはそれらの組み合わせ
から選択される、工程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
[本発明1068]
　口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、
　該押出し成形する工程の最中または後で添加物を該口内で安定なポリマー内に分散させ
る工程、および
　該押出し成形された口内で安定なポリマーを切断して個々のオーラル製品を形成する工
程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
[本発明1069]
　個々のオーラル製品が45％～90％の250N圧縮率を有する、本発明1068の方法。
[本発明1070]
　口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、
　該押出し成形する工程の最中または後で添加物を該口内で安定なポリマー内に分散させ
る工程、および
　該押出し成形された口内で安定なポリマーを成形して個々のオーラル製品を形成する工
程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
[本発明1071]
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　個々のオーラル製品が45％～90％の250N圧縮率を有する、本発明1070の方法。
[本発明1072]
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラル製品であって、該ボディが
、
　口内で安定なポリマーマトリックス、
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれた、可溶成分が除去された（exhaus
ted）タバコ繊維、および
　該ボディが該口腔内に受け入れられ唾液に曝された際に該ボディから放出されるように
該口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した、添加物
を含む、オーラル製品。
[本発明1073]
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリウレタンを含む、本発明1072のオーラル製品
。
[本発明1074]
　ボディ中に分散した甘味料をさらに含む、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1075]
　添加物がニコチンまたはその誘導体である、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1076]
　非タバコセルロース系繊維をさらに含む、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1077]
　添加物が、ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤、アミノ
酸、ケメステティック剤、抗酸化剤、植物性薬剤、歯ホワイトニング剤、治療剤、および
それらの組み合わせからなる群より選択される、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1078]
　ボディが成人消費者の口内に保持された際に放出されるように該ボディまたは可溶成分
が除去されたタバコ繊維中に分散した、香味料
をさらに含む、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1079]
　ボディが盾形である、本発明1001のオーラル製品。
[本発明1080]
　ボディが、可溶成分が除去されたタバコ繊維を少なくとも10重量％含む、本発明1072の
オーラル製品。
[本発明1081]
　ボディが口内で安定なポリマーを少なくとも10重量％含む、本発明1072のオーラル製品
。
[本発明1082]
　ボディがニコチン0.1mg～6mgを含む、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1083]
　ボディが45％～90％の250N圧縮率を有する、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1084]
　ボディが60％～98％の425N圧縮率を有する、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1085]
　ボディが75％～90％の弾性率を有する、本発明1072のオーラル製品。
[本発明1086]
　可溶成分が除去されたタバコ繊維がその中に分散している口内で安定なポリマーを押出
し成形する工程、および
　該押出し成形する工程の最中または後で添加物を該口内で安定なポリマー内に分散させ
る工程であって、該添加物が、香味料、甘味料、ニコチン、カフェイン、またはそれらの
組み合わせから選択される、工程
を含む、オーラル製品を形成する方法。
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[本発明1087]
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラルタバコ製品であって、該ボ
ディが、
　口内で安定なポリマーマトリックス、および
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたタバコ繊維
を含み、該ボディが45％～95％の250N圧縮率を有する、オーラルタバコ製品。
[本発明1088]
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラルタバコ製品であって、該ボ
ディが、
　口内で安定なポリマーマトリックス、および
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたタバコ繊維
を含み、該ボディが60％～99％の425N圧縮率を有する、オーラルタバコ製品。
[本発明1089]
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含むオーラルタバコ製品であって、該ボ
ディが、
　口内で安定なポリマーマトリックス、および
　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれたタバコ繊維
を含み、該ボディが少なくとも20％の弾性率を有する、オーラルタバコ製品。
[本発明1090]
　口内で安定なポリマーマトリックスがポリウレタンを含む、本発明1087～1089のいずれ
かのオーラルタバコ製品。
[本発明1091]
　口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した可塑剤をさらに含む、本発明1087～10
89のいずれかのオーラルタバコ製品。
[本発明1092]
　ボディが盾形である、本発明1087～1089のいずれかのオーラルタバコ製品。
[本発明1093]
　ボディがタバコ繊維を少なくとも10重量％含む、本発明1087～1089のいずれかのオーラ
ルタバコ製品。
[本発明1094]
　非タバコセルロース系繊維をさらに含む、本発明1087～1089のいずれかのオーラルタバ
コ製品。
[本発明1095]
　ボディが口内で安定なポリマーを少なくとも10重量％含む、本発明1087～1089のいずれ
かのオーラルタバコ製品。
[本発明1096]
　ボディが45％～90％の250N圧縮率を有する、本発明1087～1089のいずれかのオーラルタ
バコ製品。
[本発明1097]
　ボディが60％～98％の425N圧縮率を有する、本発明1087～1089のいずれかのオーラルタ
バコ製品。
[本発明1098]
　ボディが75％～90％の弾性率を有する、本発明1087～1089のいずれかのオーラルタバコ
製品。
[本発明1099]
　抗酸化剤をさらに含む、本発明1087～1089のいずれかのオーラルタバコ製品。
[本発明1100]
　抗酸化剤を0.01重量％～5.0重量％含む、本発明1099のオーラルタバコ製品。
[本発明1101]
　可溶性繊維をさらに含む、本発明1087～1089のいずれかのオーラルタバコ製品。
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[本発明1102]
　可溶性繊維とセルロース系繊維との比が1:60～60:1である、本発明1101のオーラルタバ
コ製品。
[本発明1103]
　可溶性繊維がマルトデキストリンを含む、本発明1101のオーラル製品。
[本発明1104]
　タバコ繊維がその中に分散している口内で安定なポリマーを押出し成形する工程、およ
び
　該押出し成形された口内で安定なポリマーとタバコ繊維との混合物を、成人タバコ消費
者の口腔中に少なくとも部分的に受け入れられるようなサイズの個々のオーラルタバコ製
品へと切断する工程
を含む、オーラルタバコ製品を形成する方法。
[本発明1105]
　押出し成形する工程中に可溶性繊維を加えることをさらに含む、本発明1104の方法。
　本明細書に記載される主題の一つまたは複数の態様の詳細は添付図面および以下の詳細
な説明に述べられる。主題の他の特徴、局面、および利点は、詳細な説明、図面、および
特許請求の範囲から明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】一対のオーラル製品の斜視図である。
【図２Ａ】図2Aは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｂ】図2Bは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｃ】図2Cは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｄ】図2Dは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｅ】図2Eは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｆ】図2Fは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｇ】図2Gは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｈ】図2Hは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｉ】図2Iは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｊ】図2Jは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｋ】図2Kは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｌ】図2Lは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｍ】図2Mは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｎ】図2Nは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図２Ｏ】図2Oは、オーラル製品の様々な例示的形状を示す。
【図３Ａ】図3Aは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図３Ｂ】図3Bは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図３Ｃ】図3Cは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図３Ｄ】図3Dは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図３Ｅ】図3Eは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図３Ｆ】図3Fは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図３Ｇ】図3Gは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図３Ｈ】図3Hは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
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品を示す。
【図３Ｉ】図3Iは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図３Ｊ】図3Jは、様々なロッド、スティック、またはチューブ構造を有するオーラル製
品を示す。
【図４Ａ】図4Aは、オーラル製品の断面拡大画像である。
【図４Ｂ】図4Bは、オーラル製品の断面拡大画像である。
【図４Ｃ】図4Cは、オーラル製品の断面拡大画像である。
【図５Ａ】いくつかの態様のオーラル製品を製造するための工程図を示す。
【図５Ｂ】いくつかの態様のオーラル製品を製造するための押出し機構成を示す。
【図６Ａ】他の態様のオーラル製品を製造するための工程図を示す。
【図６Ｂ】特定の態様のオーラル製品を製造するための押出し機構成を示す。
【図７】押出し機ダイを出る口内で安定なポリマーのロッドを示す。
【図８】繊維および／または添加物を含む口内で安定なポリマーの切断ピースがどのよう
にしてピロー状化することができるのかを示す。
【図９Ａ】図9Aは、圧縮および弾力性試験結果を示す。
【図９Ｂ】図9Bは、圧縮および弾力性試験結果を示す。
【図９Ｃ】図9Cは、試験したサンプルのいくつかを示す。
【図１０】図10Aおよび10Bは、オーラル製品からのメントールおよびニコチンの累積放出
タイムラインを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
詳細な説明
　本明細書に記載されるオーラル製品は、口内で安定なポリマーマトリックスおよび一つ
または複数の添加物を含む。一つまたは複数の添加物は、オーラル製品が口腔内に受け入
れられ唾液に曝された際にオーラル製品から放出されるように、口内で安定なポリマーマ
トリックス中に分散させることができる。本明細書に記載されるオーラル製品は、好まし
い添加物放出プロフィールおよび触感を提供することができる。
【００２２】
　適した口内で安定なポリマーは、ポリウレタンのような熱可塑性エラストマーを含む。
本明細書において使用される語「口内で安定な」とは、ポリマーが、口腔内かつ正常な人
体温（たとえば華氏約98.6度）で1時間の期間、唾液に曝されても、認めうるほどに分解
または崩壊しないことをいう。生体安定性ポリマーに加えて、口内で安定なポリマーは、
日単位、週単位、月単位、および／または年単位の期間をかけて分解するが、口腔内に保
持され、1時間の期間、唾液に曝されても、認めうるほどに分解しない生分解性ポリマー
を含むことができる。いくつかの態様において、口内で安定なポリマーは、口腔内で安定
であり、正常な人体温で少なくとも6時間、少なくとも12時間、少なくとも24時間、また
は少なくとも2日間、唾液に曝される。したがって、本明細書に記載されるオーラル製品
は、口腔内に配置されても、使用期間中は完全な状態のままでいることができる。使用後
、口内で安定なポリマーマトリックスを口腔から取り出し、捨てることができる。
【００２３】
　口内で安定なポリマーは形状安定性を有することができる。いくつかの場合、オーラル
製品110は、瞬時に著しい永久的塑性変形を生じさせることなく、咀嚼することができる
。オーラル製品100が咀嚼されるにつれ、それはより柔軟になることができ、さらなる添
加物が口腔中に放出可能になり得る。オーラル製品110のいくつかの態様は、使用中およ
び使用後に非粘着性のままであるように適合することができる。長期の使用ののち、オー
ラル製品110の特定の態様は、拡張しより平坦になる。しかし、オーラル製品は、その元
の形状の本質を保持することができる。
【００２４】
　一つまたは複数の添加物がオーラル製品に含まれ、オーラル製品が口腔中に配置された
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際にオーラル製品から放出されるように適合されている。いくつかの態様において、オー
ラル製品はニコチンを含む。オーラル製品は、特定のタバコ製品（例えば袋状の無煙タバ
コ製品）の香味プロフィールおよび触感を模倣するために、ニコチン、甘味料、および香
味料の組み合わせを含むことができる。
【００２５】
　いくつかの態様において、ニコチン含有オーラル製品は、タバコ植物組織を実質的に含
まないことが可能である。本明細書において使用される語「タバコ植物組織」とは、タバ
コ属のメンバーの加工されたまたは未加工のセルロース質部分（たとえば葉、茎）をいい
、タバコの抽出物（たとえばタバコ由来のニコチン）を含まない。たとえば、オーラル製
品は、未加工のまたは加工されたタバコから抽出される一つまたは複数の感覚刺激性成分
を含むことができるが、タバコ植物組織を実質的に含まない。
【００２６】
　添加物、甘味料、および香味料に加えて、オーラル製品はまた、繊維、充填剤、可塑剤
、および／または加工助剤を含むことができる。繊維は、添加物、甘味料、および／また
は香味料へのアクセスを提供するのに役立つことができる。以下で論じるように、繊維は
、添加物、甘味料、および／または香味料が口内で安定なポリマーマトリックスから浸出
するための通路を提供することができる。繊維・ポリマーマトリックスは、一つまたは複
数の添加物を吸収し、一つまたは複数の添加物がオーラル製品から放出されるための経路
を提供することができる。繊維・ポリマーマトリックスは多孔性であってよい。いくつか
の態様において、繊維・ポリマーマトリックスは、40ミクロン～60ミクロンの孔径を有す
る複数の細孔および1ミクロン～10ミクロンの孔径を有する複数の細孔を有することがで
きる。使用中、唾液が繊維・ポリマーマトリックス中に吸収されて、添加物、甘味料、お
よび／または香味料を放出することができる。吸収された唾液は細孔に侵入し、かつ／ま
たは繊維を拡大することができ、これが添加物、甘味料、および／または香味料のさらな
る放出を容易にし得る。オーラル製品の力学的作用（たとえば咀嚼）が、添加物、甘味料
、および／または香味料の放出を促進することができる。
【００２７】
　また、口内で安定なポリマーマトリックスに充填剤を含めて、オーラル製品のテキスチ
ャおよび柔軟性を変化させることもできる。口内で安定なポリマーマトリックスはまた、
オーラル製品の軟らかさを増すことができる可塑剤を含むことができる。また、加工助剤
をオーラル製品中に含め、成形加工を容易にするために使用することもできる。
【００２８】
オーラル製品の形状およびパッケージング
　図1はオーラル製品110の例を示す。オーラル製品110は円板形を有する。たとえば、オ
ーラル製品110は約12mmの直径および約2.5mmの厚さを有することができる。
【００２９】
　次に図2A～2Nを参照すると、オーラル製品110は、任意の所望の形状に成形することが
できる。たとえば図2A～2Lを参照すると、オーラル製品110A～Lは、口腔内への改善され
た口内配置、改善されたパッケージング特性、またはその両方を促進する形状に形成する
ことができる。いくつかの状況において、オーラル製品110A～Lは、（A）楕円形オーラル
製品110A；（B）細長い楕円形オーラル製品110B；（C）半円形オーラル製品110C；（D）
正方形または長方形オーラル製品110D；（E）フットボール形オーラル製品110E；（F）細
長い長方形オーラル製品110F；（G）ブーメラン形オーラル製品110G；（H）角を丸めた長
方形オーラル製品110H；（I）涙またはコンマ形オーラル製品110I；（J）蝶ネクタイ形オ
ーラル製品110J；（K）ピーナッツ形オーラル製品110K；および（L）盾形オーラル製品で
あるように構成することができる。代替として、オーラル製品は、斜めに切断された物品
（たとえばくさび）が製造される（たとえば、図2Mに示す製品110Mを参照）、または半球
形が製造されるように異なる厚さまたは寸法性を有することができる。いくつかの態様に
おいて、オーラル製品は盾形を有する。
【００３０】
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　香味料を、口内で安定なポリマーマトリックス内に含めることに加えて、またはそれに
代えて、オーラル製品110の外部に含めることもできる。たとえば、図2Nを参照すると、
オーラル製品110Nのいくつかの態様は、香味ストリップ116を備えることができる。
【００３１】
　図2Oを参照すると、オーラル製品110の特定の態様は、デザイン（たとえばロゴ、画像
など）をエンボス加工またはスタンプ加工され得る。たとえば、オーラル製品110Oは、商
標、製品名または任意のタイプの画像をはじめとする任意のタイプのデザイン117をエン
ボス加工またはスタンプ加工され得る。デザイン117は、オーラル製品中に直接、製品110
Oの外部に沿って配設される状態で形成することができる。デザイン117はまた、塗布され
た溶解性フィルム116を有する態様の中にエンボス加工またはスタンプ加工することもで
きる。
【００３２】
　いくつかの態様において、オーラル製品110または製品110A～Oは、不透明、実質的に透
明、または半透明であり得る可食性または溶解性フィルムでラッピングまたはコーティン
グすることができる。溶解性フィルムは、オーラル製品110が口腔中に配置された際に容
易に放散することができる。いくつかの態様において、オーラル製品110は、口内で安定
な材料でコーティングすることができる。例示的なコーティング材料は、蜜ろう、ゼラチ
ン、アセチル化モノグリセリド、デンプン（たとえば天然ジャガイモデンプン、高アミロ
ースデンプン、ヒドロキシプロピル化ジャガイモデンプン）、ゼイン、シェラック、エチ
ルセルロース、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメ
チルセルロース、およびそれらの組み合わせを含む。たとえば、コーティングは、ゼラチ
ンとメチルセルロースとの組み合わせを含むことができる。いくつかの態様において、コ
ーティング材料は可塑剤を含むことができる。いくつかの場合、コーティングは、着色剤
、香味料、および／または上記添加物の一つまたは複数を含むことができる。たとえば、
コーティングは、初期ニコチンバーストをユーザに提供するためのニコチンを含むことが
できる。いくつかの場合、口内で安定なポリマー120のマトリックスは、コーティングの
接着を改善するための粗面を有することができる。いくつかの場合、コーティングは、光
沢のあるまたはやや光沢のある外観、平滑面、および／または魅力的な美観（たとえばき
れいな色）を提供することができる。いくつかの態様において、コーティング（たとえば
蜜ろう、ゼイン、アセチル化モノグリセリド、および／またはヒドロキシプロピル化ジャ
ガイモデンプンコーティング）は、軟らかな口当たりを提供することができる。いくつか
の態様において、コーティング（たとえばメチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチル
セルロース、カルボキシメチルセルロース、エチルセルロース、および／またはゼラチン
コーティング）は硬い外部コーティングを提供することができる。
【００３３】
　一つまたは複数のオーラル製品110は、多様な従来的および非従来的やり方でパッケー
ジングすることができる。たとえば、複数のオーラル製品110を、ふたを有する容器の中
にパッケージングすることができる。他の態様においては、複数のオーラル製品110を積
み重ね、紙、プラスチック、および／またはアルミ箔チューブの中にパッケージングする
ことができる。パッケージングは、子供には扱えないふたを有することができる。
【００３４】
　オーラル製品110はまた、さらなる要素を含むことができる。いくつかの態様において
、ニコチンまたはその誘導体を含む口内で安定なポリマーマトリックスを、ロッド、チュ
ーブ、またはスティックに取り付けることができる。たとえば、図3A～3Jは、口内で安定
なポリマーマトリックス先端に取り付けられたチューブを示す。図3Aは、先端ピース310
およびチューブピース320を有するオーラル製品の態様を示す。先端ピース310は、繊維お
よび／または一つもしくは複数の添加物を中に有する口内で安定なポリマーマトリックス
を含むことができる。先端ピース310は、口腔中に少なくとも部分的に受け入れられるた
めのサイズおよび形状を有することができる。チューブピース320は任意の従来のポリマ
ーで作製することができる。使用中、チューブピース320は、先端ピース310のためのホル
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ダとして機能し得る。チューブピース320および先端ピース310は、図3Bに示すようなスナ
ップ嵌め取り付け機構330によって取り付けることができる。
【００３５】
　チューブピース320は再使用可能であってよい。たとえば、複数の先端ピース310を一つ
のチューブピース320とパッケージングすることができ、ユーザは、先端ピース310を付け
替えることができる。他の態様において、チューブピース320は使い捨てであってよい。
いくつかの態様において、チューブピース320はチューブ内に香味料を含むことができる
。香味料は、空気がチューブ320を通って引き込まれる際に放出されるように適合するこ
とができる。たとえば、図3Cは、香味リボン322を含むチューブを示す。図3Dは、香味ス
トリップ324および複数の香味ビーズ326を含むチューブ320を示す。図3Eは、香味ビーズ3
26の圧縮塊328を含むチューブ320を示す。いくつかの態様において、チューブの内側は、
チューブの中に引き込まれた空気の流れパターンを変化させるように適合された構造を有
することができる。たとえば、図3Fは、チューブの中に引き込まれた空気の流れパターン
を変化させるように適合された一連の段および狭窄340を有するチューブ320Fを示す。図3
Fはまた、代替の接続機構330Fを示す。
【００３６】
　図3Gは、リコーダー様形状を有する態様を示す。図示するように、先端ピース310Gが成
形チューブピース320に接続されている。たとえば、リコーダー形の先端310Gは、セルロ
ース系繊維、ニコチン、一つまたは複数の甘味料、および一つまたは複数の香味料を含む
、口内で安定なポリマーマトリックスで構成することができる。図示するように、先端ピ
ース310Gは、成人の口腔内に少なくとも部分的に受け入れられるようなサイズおよび形状
を有する。
【００３７】
　図3Hは、再使用可能なプラスチックパーツ312および口内で安定なポリマーマトリック
スパーツ315を含むプラスチックのリコーダー形先端310Hを有する同様な形状のオーラル
製品を示す。図3Iおよび3Jは、代替の形状の先端ピース310Iおよび310Jを有する態様を示
す。図3Iは、テーパ状のチューブ320Iを有する態様を示す。図3Jは、チューブピース320J
の先ではない末端に通気孔を有する態様を示す。
【００３８】
　いくつかの態様において、それぞれが同じタイプの取り付け機構を有する異なるチュー
ブおよびロッドおよび／または異なる先端のシステムまたはキットを一緒にパッケージン
グすることができる。図3A～3Jに示す先端およびチューブまたはロッドの各組み合わせを
有する態様が考えられる。
【００３９】
オーラル製品の性質
　オーラル製品110は、好ましい触感（たとえば口当たり）を提供することができる。オ
ーラル製品110はまた、加工、輸送、取り扱い、および場合によっては使用の間、その形
状を保持することができる。上で述べたように、オーラル製品110は、口腔内に置かれ唾
液に曝された際に大きく溶解したり崩壊したりしない口内で安定なポリマーマトリックス
を含む。いくつかの態様において、オーラル製品110は、成人消費者が口の中で製品に作
用を加えることを可能にする弾性を有することができる。いくつかの態様において、オー
ラル製品110は、少なくともいくらかの形状記憶性を有し、したがって、口腔中、歯と歯
の間で圧搾されたのち、形状が戻ることができる。口腔内でのオーラル製品110の受動が
、口内で安定なポリマーマトリックス内の添加物、甘味料、および／または香味料の放出
を加速することができる。
【００４０】
　使用中、オーラル製品110は、唾液をポリマー・繊維マトリックスの中に吸収すること
ができる。唾液は、ポリマー・繊維マトリックスを膨潤させることができ、それがさらに
、ポリマー・繊維マトリックスの様々な部分へのアクセスを高めることができる。口の中
で本製品を咀嚼するような身体活動もまた、ポリマーマトリックスの膨潤と、それによる
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添加物の放出を加速することができる。
【００４１】
　製品が咀嚼されるにつれ、唾液がポリマー・繊維マトリックスの様々な部分にアクセス
することができる。口内で安定なポリマーは形状安定性を有することができる。いくつか
の場合、オーラル製品110は、瞬時に著しい永久的塑性変形（チューインガムが咀嚼され
る際に受けるような）を生じさせることなく、咀嚼されることができる。オーラル製品10
0が咀嚼されるにつれ、それはより柔軟になることができ、さらなる添加物が口腔中に放
出可能になり得る。オーラル製品110のいくつかの態様は、使用中および使用後に非粘着
性のままであるように適合することができる。長期の使用ののち、オーラル製品110の特
定の態様は、拡張しより平坦になる。しかし、オーラル製品は、その元の形状の本質を保
持することができる。変形の量は、使用期間および使用した口の力の量に依存する。製品
が使用される際に、製品は、膨潤により、重さおよび体積の両方を増すことができる。人
工唾液を使用する模擬咀嚼試験は、実験パラメータの選択に依存して4％～75％の範囲の
重量増を示す。物理的操作が大きければ大きいほど、オーラル製品110は、より大きな量
の膨潤、ひいては、より大きな重量増を示す。特定の態様において、オーラル製品110は
、成人消費者によって30分間咀嚼された場合、4～75％の重量増を示す。
【００４２】
　オーラル製品の性質を特徴づける一つの方法は、製品の圧縮率および弾性率を計測する
ことによる方法である。圧縮率は、サンプルを特定の力の標準化プローブで圧縮したとき
のサンプルの厚さの減少の割合として計算することができる。本明細書において使用され
る語「250N圧縮試験」とは、サンプルを平坦な静止面上に配置し、直径10mmの球形先端を
有するプローブを用いて250Nの力で二回、間に30秒の保持時間をとりながら圧縮するサン
プルの試験をいう。「250N圧縮率」とは、250N圧縮試験中のサンプルの厚さの最大減少量
である。たとえば、厚さ3mmのサンプルが二回の圧縮のいずれかの間で1.5mmの最小厚さま
で圧縮されるならば、そのサンプルは50％の250N圧縮率を有するとされる。本明細書にお
いて使用される語「425N圧縮試験」とは、サンプルを平坦な静止面上に配置し、直径10mm
の球形先端を有するプローブを用いて425Nの力で二回、間に30秒の保持時間をとりながら
圧縮するサンプルの試験をいう。比較として、通常の人の噛む力は一般に400～500Nであ
る。
【００４３】
　いくつかの態様において、オーラル製品110は95％未満の250N圧縮率を有する。特定の
態様において、オーラル製品110は、90％未満、85％未満、または80％未満の250N圧縮率
を有する。特定の態様において、オーラル製品110は、少なくとも10％、少なくとも25％
、または少なくとも40％の250N圧縮率を有する。たとえば、オーラル製品は45％～80％の
250N圧縮率を有することができる。いくつかの態様において、オーラル製品110は99％未
満の425N圧縮率を有する。特定の態様において、オーラル製品110は、98％未満、97％未
満、または96％未満の425N圧縮率を有する。特定の態様において、オーラル製品110は、
少なくとも10％、少なくとも25％、少なくとも50％、または少なくとも60％の425N圧縮率
を有する。たとえば、オーラル製品は65％～98％の425N圧縮率を有することができる。以
下でより詳細に論じるように、図9Aは、ガム（咀嚼後および未使用の両方）に関して、お
よび消しゴムに関して、オーラル製品の特定の態様に関する圧縮試験の結果の例を示して
いる。
【００４４】
　サンプルの弾性率は、サンプルが圧縮された後の復元率を計測することによって計測す
ることができる。本明細書において使用される語「弾性率」とは、直径10mmの球形先端を
有するプローブを使用する425N圧縮試験によって圧縮されたのち30秒の復元時間中のサン
プルの厚さ復元の割合をいう。たとえば、サンプルが、元々の厚さ3.0mmから厚さ2.0mmま
で圧縮されたのち、30秒で2.5mmまで復元するならば、そのサンプルの弾性率は50％とな
る。いくつかの態様において、オーラル製品110は少なくとも20％の弾性率を有する。特
定の態様において、オーラル製品110は、少なくとも40％、少なくとも50％、少なくとも6
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0％、少なくとも70％、少なくとも75％、または少なくとも80％の弾性率を有する。特定
の態様において、弾性率は、95％未満、90％未満、または87％未満である。たとえば、オ
ーラル製品は75％～90％の弾性率を有することができる。以下でより詳細に論じるように
、図9Bは、ガム（咀嚼後および未使用の両方）に関して、および消しゴムに関して、オー
ラル製品の特定の態様に関する弾力性試験の結果の例を示している。
【００４５】
　オーラル製品110に使用される具体的な材料および以下に述べる加工技術が、オーラル
製品の圧縮率および弾性率に影響することができる。異なる材料が異なる圧縮性および弾
力性を有することに加えて、気泡もしくは通路または様々な充填剤および／または繊維の
配合もまた、オーラル製品の弾性および柔軟性に影響し得る。加えて、添加物が放出され
るにつれ、オーラル製品110全体の材料特性が変化することができる。いくつかの態様に
おいては、使用中、繊維および／または充填剤が溶解または崩壊し、それにより、使用中
、オーラル製品110の材料特性を変化させることができる。
【００４６】
　オーラル製品110は多様な色を有することができる。いくつかの態様において、オーラ
ル製品110はオフホワイト色を有する。他の態様においては、成形工程の前または最中に
天然および合成の着色剤を口内で安定なポリマーに加えて、所定の色を有するオーラル製
品110を形成することもできる。カプセル封入された香味料を押出し成形工程中に加える
と、オーラル製品内に斑、模様、または点を作り出すことができる。
【００４７】
ポリマー
　口内で安定なポリマーは、多様な異なる生体適合性および生体安定性ポリマーであって
よい。いくつかの態様において、口内で安定なポリマーは、しかるべき規制機関によって
一般に安全と認められるポリマーである。いくつかの態様において、ポリマーは熱可塑性
ポリマーである。ポリマーはまた、熱可塑性エラストマーであってもよい。たとえば、適
した口内で安定なポリマーは、ポリウレタン類、シリコンポリマー、ポリエステル類、ポ
リアクリレート類、ポリエチレン類、ポリプロピレン類、ポリエーテルアミド類、ポリス
チレン類（たとえばアクリロニトリルブタジエンスチレン、耐衝撃性ポリスチレン類（HI
PS））、ポリビニルアルコール類、ポリ酢酸ビニル類、ポリ塩化ビニル類、ポリ酢酸ブチ
ル類、ブチルゴム（たとえばポリイソブチレン類）、SEBS、SBS、SIS、ならびにそれらの
混合物およびコポリマーを含む。特定の態様において、口内で安定なポリマーは、食品用
または医療用のポリマー（たとえば医療用ポリウレタン）である。
【００４８】
　口内で安定なポリマーは、オーラル製品110の口内で安定なポリマーマトリックスを形
成する。いくつかの態様において、オーラル製品は、一つまたは複数の口内で安定なポリ
マーを少なくとも10重量％含む。特定の態様において、オーラル製品は、一つまたは複数
の口内で安定なポリマーを少なくとも20重量％、少なくとも30重量％、少なくとも40重量
％、少なくとも50重量％、少なくとも60重量％、少なくとも70重量％、少なくとも80重量
％、または少なくとも90重量％含む。特定の態様において、オーラル製品は一つまたは複
数の口内で安定なポリマーを10～90重量％含む。いくつかの態様にしたがって、オーラル
製品は口内で安定なポリマーを40～80重量％含む。オーラル製品のいくつかの態様はポリ
マーを55～70重量％有する。
【００４９】
　いくつかの態様の口内で安定なポリマーは、ASTM試験法D790またはISO178にしたがって
23℃で試験された場合、少なくとも5MPaの曲げ弾性率を有する。いくつかの態様において
、曲げ弾性率は少なくとも10MPaである。たとえば、曲げ弾性率は10MPa～30MPaであって
よい。いくつかの態様において、口内で安定なポリマーは、一つまたは複数の国において
適用可能な食品接触規定（たとえば米国FDA規定）と適合する等級である。いくつかの態
様において、口内で安定なポリマーは、ポリウレタン類、SISまたは30日以下のヒト組織
接触時間でFDA修正ISO 10993、パート1「Biological Evaluation of Medical Devices」
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試験の要件を満たす他の熱可塑性エラストマーであってよい。口内で安定なポリマーは、
50Dまたはそれより柔らかいショアー硬さ、200℃/10kgで3g/10分のメルトフローインデッ
クス、10MPa以上の引張り強さ（ISO37を使用）、および100％未満の極限伸び（ISO37を使
用）を有することができる。
【００５０】
添加物
　多様な添加物をオーラル製品110に含めることができる。添加物は、アルカロイド類（
たとえばニコチン）、ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤
、着色剤、アミノ酸、ケメステティック剤、抗酸化剤、食品用乳化剤、pH調整剤、植物性
薬剤（たとえば緑茶）、歯ホワイトニング剤（たとえばSHRIMP）、治療剤、甘味料、香味
料、およびそれらの組み合わせを含むことができる。特定の態様において、添加物は、ニ
コチン、甘味料、および香味料を含む。ニコチン、甘味料、および香味料の特定の組み合
わせにより、オーラル製品は、特定のタバコ製品に類似した香味プロフィールおよび触感
を提供し得る。
【００５１】
ニコチン
　オーラル製品内のニコチンは、タバコ由来のニコチン、合成ニコチン、またはそれらの
組み合わせであってよい。特定の態様において、オーラル製品はニコチン0.1mg～6.0mgを
含む。これらの態様のいくつかにおいて、オーラル製品はニコチン1.0mg～3.0mgを含む。
【００５２】
　タバコ由来のニコチンは、ニコチン以外の一つまたは複数の他のタバコ感覚刺激性成分
を含むことができる。タバコ由来のニコチンは、生のタバコ（たとえば緑色の葉）および
／または加工されたタバコから抽出することができる。加工されたタバコは、発酵および
非発酵タバコ、暗色気干葉、暗色火干葉、バーレー種、鉄管乾燥種、および葉巻のフィラ
ーまたはラッパー、ならびに全摘葉処理からの製品を含むことができる。タバコはまた、
米国特許出願公開公報第2004/0118422号または第2005/0178398号に記載されているように
、加熱、発酵、および／または低温殺菌工程によってコンディショニングすることができ
る。発酵は一般に、高い初期水分含量、発熱、および10～20％の乾燥重量損失を特徴とす
る。たとえば、米国特許第4,528,993号、第4,660,577号、第4,848,373号、および第5,372
,149号を参照されたい。ニコチンおよび他の感覚刺激性成分を抽出する前にタバコを加工
することにより、タバコ由来のニコチンは、好ましい体感を提供する成分を含み得る。
【００５３】
　タバコ由来のニコチンは、乾燥および発酵タバコを水または別の溶剤（たとえばエタノ
ール）と混合したのち、不溶性タバコ物質を除去することによって得ることができる。タ
バコ抽出物をさらに濃縮または精製してもよい。いくつかの態様において、選択したタバ
コ成分を除去することができる。ニコチンはまた、米国特許第2,162,738号、第3,139,436
号、第3,396,735号、第4,153,063号、第4,448,208号、および第5,487,792号に記載されて
いる方法でタバコから抽出することもできる。
【００５４】
　ニコチンはまた、タバコ由来であろうと合成であろうと、販売元から購入することもで
きる。他の態様において、オーラル製品はニコチンの誘導体（たとえばニコチンの塩）を
含むことができる。
【００５５】
抗酸化剤
　オーラル製品110はまた、一つまたは複数の抗酸化剤を含むことができる。いくつかの
態様において、オーラル製品110は、ニコチンと抗酸化剤との組み合わせを含むことがで
きる。抗酸化剤は、抗酸化剤を含まないオーラル製品に比べた場合、ニコチンからニコチ
ンN-オキシドへの転換を有意に減らすことができる。いくつかの場合、オーラル製品は、
抗酸化剤0.01～5.00重量％、抗酸化剤0.05～1.0重量％、抗酸化剤0.10～0.75重量％、ま
たは抗酸化剤0.15～0.5重量％を含むことができる。抗酸化剤の適した例は、パルミチン
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酸アスコルビル（ビタミンCエステル）、BHT、アスコルビン酸（ビタミンC）、およびア
スコルビン酸ナトリウム（ビタミンC塩）を含む。いくつかの態様において、クエン酸モ
ノステロール、トコフェロール類、没食子酸プロピル、第三級ブチルヒドロキノン（TBHQ
）、ブチル化ヒドロキシアニソール（BHA）、ビタミンE、またはそれらの誘導体を抗酸化
剤として使用することができる。たとえば、パルミチン酸アスコルビルが、表Iに一覧す
る調合における抗酸化剤であってよい。抗酸化剤は、ポリマーの押出し成形工程中または
押出し成形工程後（たとえば押出し成形後の香味付け工程中）に、ポリマー（たとえばポ
リウレタン）に配合することができる。
【００５６】
　表I（以下）は、オーラル製品110中の抗酸化剤の包含が、2週および4週ねかしたのち、
オーラル製品中に形成されるニコチンN-オキシドの量（about）にどのように影響するか
を比較するために、試験サンプルと対照サンプルとを比較したものである。周囲条件サン
プルを25℃および相対湿度65％で保持した。対照サンプルおよび試験サンプルはいずれも
1ピースあたりニコチン1.5mgを含むものであった。表に示すように、抗酸化剤の包含は、
オーラル製品110中に形成されるニコチンN-オキシドの量を有意に減らす。
【００５７】
【表１】

* 対照は抗酸化剤を含まないが、ニコチン1.5mgを含む。
** 試験は、パルミチン酸アスコルビル約0.15％およびニコチン約1.5mgを含む。
【００５８】
　いくつかの場合、オーラル製品110は、オーラル製品110を25℃および相対湿度65％で2
週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへの0.50％未満の転換率を有するこ
とができる。いくつかの場合、オーラル製品110は、オーラル製品110を25℃および相対湿
度65％で2週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへの0.20％未満の転換率
を有することができる。いくつかの場合、オーラル製品110は、オーラル製品110を25℃お
よび相対湿度65％で4週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへの0.70％未
満の転換率を有することができる。いくつかの場合、オーラル製品110は、オーラル製品1
10を25℃および相対湿度65％で4週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへ
の0.30％未満の転換率を有することができる。いくつかの場合、オーラル製品110は、オ
ーラル製品110を25℃および相対湿度65％で6週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-
オキシドへの0.80％未満の転換率を有することができる。いくつかの場合、オーラル製品
110は、オーラル製品110を25℃および相対湿度65％で6週間ねかせたのち、ニコチンから
ニコチンN-オキシドへの0.40％未満の転換率を有することができる。いくつかの場合、オ
ーラル製品110は、オーラル製品110を25℃および相対湿度65％で6週間ねかせたのち、ニ
コチンからニコチンN-オキシドへの0.30％未満の転換率を有することができる。いくつか
の場合、オーラル製品110は、オーラル製品110を25℃および相対湿度65％で8週間ねかせ
たのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへの0.85％未満の転換率を有することができる
。いくつかの場合、オーラル製品110は、オーラル製品110を25℃および相対湿度65％で8
週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへの0.50％未満の転換率を有するこ
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とができる。いくつかの場合、オーラル製品110は、オーラル製品110を25℃および相対湿
度65％で10週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへの0.85％未満の転換率
を有することができる。いくつかの場合、オーラル製品110は、オーラル製品110を25℃お
よび相対湿度65％で10週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへの0.55％未
満の転換率を有することができる。いくつかの場合、オーラル製品110は、オーラル製品1
10を25℃および相対湿度65％で12週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN-オキシドへ
の0.95％未満の転換率を有することができる。いくつかの場合、オーラル製品110は、オ
ーラル製品110を25℃および相対湿度65％で12週間ねかせたのち、ニコチンからニコチンN
-オキシドへの0.60％未満の転換率を有することができる。
【００５９】
　抗酸化剤の存在はまた、表II（以下）に示すように、他のタバコ由来の不純物、たとえ
ばコチニンおよびミオスミンの形成を減らすことができる。配合中、抗酸化剤レベル1は0
.075％であり、レベル2は0.15％である。対照サンプルは抗酸化剤を含まない。抗酸化剤
はパルミチン酸アスコルビルである。
【００６０】
【表２】

【００６１】
甘味料
　多様な合成および／または天然甘味料を添加物としてオーラル製品110に使用すること
ができる。適した天然甘味料は、糖、たとえば単糖類、二糖類、および／または多糖類、
および／または二つ以上の糖の混合物を含む。いくつかの態様にしたがって、オーラル製
品110は、以下の一つまたは複数を含む：スクロースもしくはテーブルシュガー；ハチミ
ツもしくはスクロースを含まない低分子量糖の混合物；グルコースもしくはブドウ糖もし
くはトウモロコシ糖もしくはデキストロース；糖蜜；トウモロコシ甘味料；コーンシロッ
プもしくはグルコースシロップ；フルクトースもしくは果糖；ラクトースもしくは乳糖；
マルトースもしくは麦芽糖もしくはマルトビオース；モロコシシロップ；マンニトールも
しくはマンナ糖；ソルビトールもしくはD-ソルビットもしくはD-ソビトール；果汁濃縮物
；および／またはこれらの成分の一つもしくは複数の混合物もしくはブレンド。オーラル
製品110はまた、非栄養性甘味料を含んでもよい。適した非栄養性甘味料は、ステビア、
サッカリン、アスパルテーム、スクラロース、またはアセスルファムカリウムを含む。
【００６２】
香味料
　オーラル製品110は、場合によっては、一つまたは複数の香味料を含むことができる。
香味料は天然または人工であってよい。たとえば、適した香味料は、ウィンターグリーン
、チェリーおよびベリータイプ香味料、様々なリキュールおよび酒類（たとえばドランブ
イ、バーボン、スコッチおよびウイスキー）、スペアミント、ペパーミント、ラベンダー
、シナモン、カルダモン、セロリ、クローブ、カスカリラ、ナツメグ、サンダルウッド、
ベルガモット、ゼラニウム、ハニーエッセンス、ローズ油、バニラ、レモン油、オレンジ
油、和種ハッカ、カッシア、キャラウェイ、コニャック、ジャスミン、カモミール、メン
トール、イランイラン、セージ、フェンネル、ピメンタ、ショウガ、アニス、コリアンダ
ー、コーヒー、リカリッシュ、およびハッカ属の種のハッカ油、ならびにカプセル封入さ
れた香味を含む。オーラル製品110の特定の態様において有用なハッカ油は、スペアミン
トおよびペパーミントを含む。合成香味料を使用することもできる。特定の態様において
は、香味料の組み合わせを組み合わせてタバコ香味を模倣することができる。香味料の特
定の組み合わせは、特定の国、たとえば米国において一般に安全と認められる（「GRAS」
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）香味料から選択することができる。香味料はまた、カプセル封入された香味料としてオ
ーラル製品に含めることもできる。
【００６３】
　いくつかの態様において、オーラル製品110中の香味料は合計で20重量％未満に制限さ
れる。いくつかの態様において、オーラル製品110中の香味料は合計で10重量％未満に制
限される。たとえば、特定の香味料は約1重量％～5重量％の量でオーラル製品110に含め
ることができる。
【００６４】
他の添加物
　オーラル製品110は、場合によっては、他の添加物を含んでもよい。たとえば、これら
の添加物は非ニコチンアルカロイド類、食物性ミネラル、ビタミン、補助食品、治療剤、
および充填剤を含むことができる。
【００６５】
　オーラル製品110はまた、ビタミン、食物性ミネラル、他の補助食品、および／または
治療剤を含むことができる。たとえば、適したビタミンは、ビタミンA、B1、B2、B6、C、
D2、D3、E、F、K、およびPを含む。たとえば、オーラル製品110は、ニコチンと共にCビタ
ミンを含むことができる。適した食物性ミネラルは、カルシウム（炭酸塩、クエン酸塩な
どとして）またはマグネシウム（酸化物などとして）、クロム（通常はピコリン酸塩とし
て）および鉄（ビスグリシン酸塩として）を含む。一つまたは複数の食物性ミネラルを、
他の添加物の使用の有無を問わず、オーラル製品に含めることができる。また、他の補助
食品および／または治療剤を添加物として含めることができる。
【００６６】
　いくつかの態様において、オーラル製品110は、好ましくは経頬的に吸収される治療剤
を含む。たとえば、そのような治療剤は、飲み込まれたとしても血流に入らない。本明細
書において提供されるオーラル製品110に含めることができる例示的治療剤は、Gerd、ブ
プレノルフィン、ニトログリセリン、ジクロフェナク、フェンタニル、カルバマゼピン、
ガランタミン、アシクロビル、ポリアミドアミンナノ粒子、クロルフェニラミン、テスト
ステロン、エストラジオール、プロゲステロン、カルシトニン、フルオロウラシル、ナル
トレキソン、オダンセトロン、デシタビン、セレギリン、ラモトリギン、およびプロクロ
ルペラジンを含むことができる。たとえば、オーラル製品110は、ブプレノルフィンを含
み、痛みの治療に使用することができる。いくつかの態様において、オーラル製品110は
、ニトログリセリンを含み、狭心症の治療に使用することができる。オーラル製品110の
放出特性のせいで、その中に含まれる治療剤は、治療剤の大部分が、飲み込まれるのでは
なく、経頬的に吸収されるような速度で放出することができる。
【００６７】
　オーラル製品110はまた、充填剤、たとえばデンプン、二リン酸カルシウム、ラクトー
ス、ソルビトール、マンニトールおよび微結晶セルロース、炭酸カルシウム、リン酸二カ
ルシウム、硫酸カルシウム、粘土、シリカ、ガラス粒子、ラウリル硫酸ナトリウム（SLS
）、パルミトステアリン酸グリセリル、安息香酸ナトリウム、フマル酸ステアリルナトリ
ウム、タルクおよびステアリン酸塩（たとえばMgまたはK）およびろう（たとえばモノス
テアリン酸グリセロール、モノステアリン酸プロピレングリコールおよびアセチル化モノ
グリセリド類）、安定剤（たとえばアスコルビン酸およびクエン酸モノステロール、BHT
またはBHA）、崩壊剤（たとえばデンプン、デンプングリコール酸ナトリウム、クロスカ
ルメロース、架橋PVP）、pH安定剤、または防腐剤を含むことができる。いくつかの態様
において、オーラル製品110中の充填剤の量は合計で10重量％未満に制限される。いくつ
かの態様において、オーラル製品110中の充填剤の量は合計で5重量％未満に制限される。
いくつかの態様において、充填剤は口内で安定である。他の態様において、充填剤は、使
用中に溶解または崩壊することができ、それにより、使用中により柔軟性になるオーラル
製品を生じさせることができる。
【００６８】
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繊維
　オーラル製品は、口内で安定なポリマーマトリックス内に繊維を含むことができる。以
下で論じるように、繊維は、押出し成形工程の前または最中に、口内で安定なポリマーと
混合することができる。図4に示すように、繊維は、オーラル製品が口腔中に受け入れら
れ、唾液に曝された際に、口内で安定なポリマーマトリックス内の特定の添加物が口腔中
に放出されることを可能にする通路を口内で安定なポリマーマトリックス中に提供する。
添加物は、繊維・ポリマーマトリックス中に吸収されることができる、および／または繊
維130を介してアクセス可能なポケットを口内で安定なポリマーマトリックス内に形成す
ることができる。
【００６９】
　図4A～4Cはオーラル製品100の断面を示す。図4Aおよび4Bは、走査型電子顕微鏡（SEM）
(XL30 ESEM TMP、FEI/Philips, the Netherlands）からの画像である。SEM顕微鏡を20kV
の電子加速電圧で作動させ、様々な倍率で画像を記録した。図4Aは、口内で安定なポリマ
ーマトリックス120の多孔構造を示すSEM画像である。図4Aは、直径20～60ミクロンの細孔
135aを強調表示している。図4Bもまた、口内で安定なポリマーマトリックス120の多孔構
造を示すSEM画像である。しかし、図2Bは、倍率を高めており、したがって、直径1～10ミ
クロンの細孔135bを見ることができる。
【００７０】
　図4Cは共焦点レーザ走査型顕微鏡（CLSM）画像である。CLSMにおいては、蛍光標識され
た物質だけが見える。アクリジンオレンジおよびアクリフラビンの蛍光色素で製品を染色
した。光源は、λex＝488nm（アクリジンオレンジ）を使用するアルゴンレーザおよびλe
x＝594nm（アクリフラビン）を使用するHeNEレーザであった。500～550nmおよび610～650
nmの波長間隔でシグナルを放出させた。この用途のために図4Cをグレースケールに変換し
た。暗めの区域は口内で安定なポリマーマトリックス中の繊維130の配置を示す。明るめ
のグレー区域は口内で安定なポリマー120（この場合、ポリウレタン）を示す。画像中の
白い区域は構造中の細孔である。いくつかの態様において、繊維は、水溶性添加物が繊維
によって吸い上げられ得るように親水性である。いくつかの態様において、繊維は溶解し
て通路を残すことができる。添加物は、口内で安定なポリマーマトリックス120の細孔135
中に存在することができる。
【００７１】
　繊維はセルロース系繊維であってよい。セルロース系繊維は植物組織由来であってよい
。いくつかの態様において、セルロース系繊維はセルロースを含む。セルロース系繊維は
、リグニンおよび／または脂質をさらに含むことができる。セルロース系繊維の適した供
給源は、ウッドパルプ、綿、テンサイ、ふすま、柑橘パルプ繊維、スイッチグラスおよび
他の草、ヤナギ属（ヤナギ）、茶、およびポプラ属（ポプラ）を含む。いくつかの態様に
おいて、セルロース系繊維は、様々な天然の香味、甘味料、または有効成分を含む刻んだ
または細断した植物組織であってよい。いくつかの態様において、オーラル製品110は、
添加物としてのニコチン（場合によっては、さらなる甘味料および香味とともに）および
非タバコセルロース系繊維を含むことができ、したがって、タバコ植物組織を実質的に含
まないことが可能である。
【００７２】
　セルロース系繊維は多様な寸法を有することができる。繊維の寸法（量に加えて）が添
加物の放出特性に影響し得る。たとえば、セルロース系繊維は親水性であってよく、した
がって、水溶性添加物（たとえばニコチン）は、繊維・ポリマーマトリックス中に優先的
に吸収され得る。以下の実施例で論じるように、ポリウレタンオーラル製品110からのニ
コチンの放出プロフィールは、繊維のサイズおよび繊維の量の両方によって影響を受け得
る。特定の態様において、セルロース系繊維は、200マイクロメートル未満の平均繊維サ
イズを有するように処理することができる。特定の態様において、繊維は75～125マイク
ロメートルである。他の態様において、繊維は、75マイクロメートル以下のサイズを有す
るように処理される。
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【００７３】
　オーラル製品110はまた、可溶性繊維を含むことができる。可溶性繊維は、オーラル製
品110が口腔中に受け入れられて唾液に曝された際に溶解するように適合することができ
る。いくつかの態様において、可溶性繊維はマルトデキストリンであってよい。マルトデ
キストリンはトウモロコシ由来であってよい。たとえば、可溶性食物繊維をオーラル製品
110に含めることができる。可溶性繊維は、添加物140および／または142がオーラル製品1
10から放出されるための通路135を提供するために、単独で使用することもでき、または
セルロース系繊維とともに使用することもできる。可溶性繊維が溶解するにつれ、オーラ
ル製品110はより可撓性になり得、さらなる通路が開通してさらなる添加物貯留分140また
は142の放出を可能にし得る。適した可溶性繊維はオオバコ繊維を含む。他の態様におい
て、繊維は部分的に可溶性であってよい。たとえば、テンサイ繊維は使用中に部分的に溶
解することができる。
【００７４】
　いくつかの態様において、オーラル製品110は、可溶性繊維と不溶性繊維との組み合わ
せを含むことができる。可溶性繊維と不溶性繊維との比が、オーラル製品110のテキスチ
ャの軟らかさに影響し得る。可溶性繊維と不溶性繊維との比はまた、オーラル製品110の
圧縮率にも影響し得る。いくつかの態様において、可溶性繊維と不溶性繊維との比は1:60
～60:1である。いくつかの態様において、可溶性繊維と不溶性繊維との比は、1:50よりも
大きい、1:40よりも大きい、1:30よりも大きい、1:20よりも大きい、1:10よりも大きい、
または1:5よりも大きい。いくつかの態様において、可溶性繊維と不溶性繊維との比は、1
:1未満、1:2未満、1:5未満、1:10未満、1:20未満、または1:30未満である。いくつかの場
合において、可溶性繊維と不溶性繊維との混合物を有するオーラル製品は、60％～98％、
65％～95％、70％～90％、または80％～89％の250N圧縮率を有することができる。
【００７５】
　以下の表IIIは、様々な割合の可溶性繊維および不溶性繊維を有するオーラル製品の250
N圧縮率を示す。表に示すように、可溶性繊維の包含がオーラル製品の圧縮率を高めるこ
とができ、それもまた、成人タバコ消費者によってより軟らかな口当たりとして感じられ
得る。表Iに示す可溶性繊維および不溶性繊維は、事前に混合し、一つのフィーダを介し
て工程に加えることができるが、別々の繊維フィーダを加えることもできる。たとえば、
比較的大きい工業プロセスは、不溶性繊維および可溶性繊維を別々に計量して所望の比を
作り出すためのさらなる繊維フィーダを含むことができる。
【００７６】
【表３】

【００７７】
可塑剤
　オーラル製品110はまた、一つまたは複数の可塑剤を含むことができる。可塑剤は、最
終的なオーラル製品を軟化させ、ひいてはその可撓性を高めることができる。可塑剤は、
ポリマー鎖の間に自らを埋め込み、ポリマー鎖を離間させ（「自由体積」を増し）、ひい
てはプラスチックのガラス転移温度を有意に下げ、プラスチックをより軟らかにすること
によって作用する。適した可塑剤は、プロピレングリコール、グリセリン、植物油、およ
び中鎖トリグリセリド類を含む。いくつかの態様において、可塑剤はフタレートを含むこ
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とができる。ポリカルボン酸と中鎖長の直鎖状または分岐鎖状脂肪族アルコール類とのエ
ステルを可塑剤として使用することもできる。そのうえ、可塑剤は、以下に記載する押出
し成形工程を容易にすることができる。いくつかの態様において、オーラル製品110は可
塑剤を20重量％まで含むことができる。いくつかの態様において、オーラル製品110は可
塑剤を0.5～10重量％含み、オーラル製品110は可塑剤を1～8重量％または2～4重量％含む
ことができる。たとえば、ポリウレタンポリマーマトリックスを含むオーラル製品はプロ
ピレングリコールを約3～6.5重量％含む。
【００７８】
成形法
　オーラル製品110は、口内で安定なポリマー（たとえばポリウレタン）を、繊維（たと
えばセルロース系繊維）および／または添加物（たとえばニコチン）とともに押出し成形
して、繊維および／または添加物を含む口内で安定なポリマーマトリックスのロッドを形
成することによって製造することができる。このロッドを個々のオーラル製品110へと切
断する。図5Aおよび5Bは、オーラル製品110を形成するための例示的方法を示す。
【００７９】
　図5Aに示す押出し成形工程を参照すると、口内で安定なポリマー510（たとえばポリウ
レタン）を、繊維512（たとえばセルロース系繊維）とともに、押出し成形520のための押
出し機に導入する。繊維512は、押出し機への導入の前にふるい514に通すこともできる。
また、添加物の混合物516を押出し機に導入することができる。添加物の混合物516は溶液
であってよい（図示）。図示するように、添加物は可塑剤517（たとえばプロピレングリ
コール）および甘味料518（たとえばスクラロース）を含むことができる。添加物の混合
物はまた、スラリー形態または粉末状添加物のドライミックスとして提供することもでき
る。
【００８０】
　図5Bは、口内で安定なポリマー510（たとえばポリウレタン）を繊維512および添加物の
混合物516と混和させることができる方法の例を示す。図示するように、ポリウレタンペ
レット510およびセルロース系繊維512を押出し機のインフィード部に導入することができ
る。押出し機の第一の部分がポリマーを溶融させ、混合して、温度を約150℃に高める。
プロピレングリコール517とスクラロース518との混合物516を、押出し機のインフィード
部よりも下流で押出し機に注入することができる。そして、約150℃の温度でポリマー／
繊維／可塑剤／甘味料混合物を押出しダイ720から押し出すことができる。押出しダイの
例が図7に示されている。たとえば、図5Bの押出し機は、毎時約1.8lbsの質量流量で作動
することができる。
【００８１】
　ポリマー・繊維の組み合わせは、図7に示すように、ロッド710として押出しダイ720を
出て、移動型コンベヤ730に載ることができる。押出しダイ720のサイズ、移動型コンベヤ
730の引取り速度、ポリマー・繊維組み合わせの混合物およびダイ720を出る混合物の温度
のすべてがロッド710の最終直径に影響を及ぼすことができる。
【００８２】
　そして、図5Aに示すように、押出し成形されたポリマー・繊維ロッド710を切断工程530
において切断する。切断はホットフェイスカットであってよい。ホットフェイスカットは
、ロッド720が押出しダイ720を出た直後に実施することができる。切断は、図8に示すよ
うなポリマーマトリックスのピロー状化を誘発することができる。切断工程530はまた、
切断されたポリマー・繊維複合体のエッジを丸める工程を含むことができる。たとえば、
ペレタイザを使用してエッジを丸めることができる。ペレタイザはまた、オーラル製品11
0を冷ますのに役立ち得る。他の態様においては、切断の前に、押出し成形されたポリマ
ー・繊維ロッド710を冷ます。
【００８３】
　切断前または切断後に、さらなる添加物および／または香味料を、押出し成形されたポ
リマー・繊維ロッドおよび／またはピースに加えることができる。図5Aに示すように、一
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つまたは複数の吸収工程540において、添加物の混合物550および香味料の混合物560をポ
リマー・繊維ピース中に吸収させることができる。添加物の混合物550は、552および水55
4を含むことができる。香味料の混合物560は、香味562（たとえばウィンターグリーン）
および担体564（たとえばエタノール）を含むことができる。そして、オーラル製品110を
乾燥させ、パッケージングし、シールすることができる。
【００８４】
　図6Aは、第一の押出し成形工程622において、口内で安定なポリマー510（たとえばポリ
ウレタン）を、一つまたは複数の可塑剤517（たとえばプロピレングリコール）および／
または甘味料518（たとえばスクラロース）の混合物516と混和させる代替態様を示す。そ
して、混和させたポリマー／可塑剤／甘味料混合物を、第二の押出し成形工程624におい
て繊維512と混和させることができる。図示するように、第二の押出し成形工程624中にニ
コチン552および／または香味料562のような添加物を加えることもできる。いくつかの態
様において、第一の押出し成形工程中の混和は、第二の押出し成形工程中の混和よりも高
い温度で起こる。両押出し成形工程は一つの押出し機の中で実施することができる。
【００８５】
　図6Bは、押出し機中で有効成分、可塑剤、繊維、および香味料のすべてを口内で安定な
ポリマーに加える押出し機の態様を示す。ポリウレタンペレット510を押出し機620のイン
フィード部610に加える。可塑剤517（たとえばプロピレングリコール）（および場合によ
っては有効成分、甘味料、および／または担体）を押出し機の第一の部分に注入し、ポリ
ウレタンと混和させる。揮発分を放出するために通気口640を設けることもできる。セル
ロース系繊維512をサイドフィーダ630に通して押出し機に導入することができる。香味料
混合物560を液体インジェクタ660に通して押出し機の香味混合部に加えることができる。
有効成分52（たとえばニコチン）および可塑剤517もまた、液体インジェクタ660に通して
注入することができる。そして、約165℃の温度で混合物を押出しダイ720に通して押出し
成形することができる。押出し成形された混合物は、押出しダイ720を出るときにホット
カットし、ペレタイザに送ることができる。他の態様において、押出し成形された混合物
は、冷却型コンベヤ上で冷却し、切断することができる。たとえば、図6Bの押出し機は、
毎時約5.5lbsの質量流量で作動することができる。切断したのち、オーラル製品110をパ
ンコータ中でさらに香味付けすることができる。そして、オーラル製品110を大量貯蔵容
器に送り、パッケージングすることができる。
【００８６】
　上記方法に加えて、オーラル製品を製造し、成形する方法が数多くある。いくつかの態
様においては、押出し成形され、切断されたピースを圧縮型に入れて、最終的なオーラル
製品造形物を形成することができる。他の態様において、オーラル製品110は、射出成形
、圧縮成形、または射出圧縮成形することができる。また、ポリマー、繊維、および／ま
たは添加物のブロックを形成し、所望の形状に機械加工することもできる。
【実施例】
【００８７】
　ポリウレタン、セルロース系繊維、ニコチン、プロピレングリコール、甘味料、および
香味料の組み合わせを押出し成形して、以下の表IVに一覧するオーラル製品を含む多様な
オーラル製品を製造することにより、一連のオーラル製品を製造した。各製品サンプルを
約3mmの厚さを有するように切断した。各オーラル製品（製品7、15、18、25、および26）
を上記250N圧縮試験、425N圧縮試験、および弾力性試験に供した。オーラル製品110の性
質を比較するために、ニコチン置換療法（NRT）チューインガム1および標準的な消しゴム
2の切断ピースのサンプルも試験した。NRTガムは、その本来の状態および咀嚼後の両方で
試験した。また、製品25の咀嚼後サンプルを試験した。図9Cはサンプルのいくつかを示す
。チャートならびに図9Aおよび9Bに示すように、オーラル製品はチューインガムおよび消
しゴムよりも圧縮率が低かった。NRTガムの圧縮試験中、各サンプルはプローブによって
穴が開き、それにより、100％圧縮率を有することが示された。消しゴムもまた、425N圧
縮試験によって穴が開いた。しかし、オーラル製品は各々圧縮試験に耐えた。しかし、オ
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ーラル製品の圧縮試験の非ゼロ値は、オーラル製品が柔軟であり、口内で作用を受けるこ
とができることを示す。
1 Nicorette Original（2mg）
2 英国ではゴムとしても知られる消しゴムとは、鉛筆書きを消すために使用される文房具
である。
【００８８】
【表４】

* サンプルはプローブによって完全に圧縮された（結果、サンプルに穴が開いた）
【００８９】
　オーラル製品はまた、前記弾力性試験において復元力を実証した。表に示すように、NR
Tガム（咀嚼後および未使用の両方）は、圧縮後、非常にわずかな復元しか生じなかった
。他方、消しゴムは、オーラル製品と比べて同様な量の弾力性を実証した。これらの試験
はまた、咀嚼されたオーラル製品がより圧縮性の製品を生じさせることを実証する。
【００９０】
　添加物放出プロフィールを決定するために咀嚼試験において一連のオーラル製品を試験
した。この試験の結果が図10Aおよび10Bに示されている。各サンプルは、ポリウレタン、
セルロース系繊維、ペパーミント油、およびニコチンを含むものであった。サンプルは、
ニコチン約2mgおよびペパーミント油約1.6総重量％を含むものであった。ペパーミント油
の一つの成分がメントールである。ペパーミント油は、メントールを16重量％～50重量％
、通常は約30重量％含有し得、したがって、メントール放出をサンプリングすることは、
ペパーミント油の放出を近似する適切な方法である。様々なサンプルが様々な量のポリマ
ー（ポリウレタン）、様々な量のセルロース系繊維、または様々な繊維サイズを含んでい
た。サンプルのいくつかはポリウレタン59.70％および繊維33.17％を有し、他のサンプル
はポリウレタン67.87％および繊維25.00％を有していた。そのうえ、サンプルのいくつか
は、75マイクロメートル未満のサイズを有する繊維を有し、いくつかは75～125マイクロ
メートルの繊維サイズを有し、いくつかはばら繊維を含むものであった。サンプルはまた
、ニコチンおよびメントール（香味料として）を含んでいた。各サンプルを、唾液を模倣
する溶液中でサンプルを操作する咀嚼試験器に配置した。異なる時間間隔でサンプルを咀
嚼試験器から取り出して、放出したメントールおよびニコチンの総量を測定した。図10A
および10Bに示すように、各サンプルは、15分間の咀嚼の後でさえ、添加物の放出を示し
続けた。チューインガムに比べて、これは、増大した添加物放出期間である。
【００９１】
　ポリウレタンの割合が比較的高く、繊維の割合が比較的低いサンプル中でメントールの
放出が加速された。ニコチンの放出は、比較的高い割合の繊維および比較的大きい繊維サ
イズを有することによって加速された。したがって、水溶性添加物の放出速度は、オーラ
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【００９２】
他の態様
　本明細書においていくつかの異なる局面に関連して本発明を説明したが、様々な局面の
前記説明は、本発明を例示するものであり、特許請求の範囲によって定義される発明の範
囲を限定するものではないことが理解されよう。他の局面、利点および変形は、以下の特
許請求項の範囲内である。
【００９３】
　開示されるものは、開示された方法および組成物のために使用することができる、開示
された方法および組成物とともに使用することができる、開示された方法および組成物の
調製において使用することができる、または開示された方法および組成物の産物である、
方法および組成物である。これらおよび他の物質が本明細書に開示され、これらの方法お
よび組成物の組み合わせ、部分集合、相互作用、群などが開示されるということが理解さ
れよう。すなわち、これらの組成物および方法の各様々な個々のおよび集合的な組み合わ
せおよび置換への具体的言及が明示的に開示されていないとしても、それぞれは本明細書
において具体的に考慮され、記載されている。たとえば、特定の物質組成または特定の方
法が開示され、記載され、多数の組成物または方法が述べられているならば、別段指示さ
れない限り、それらの組成物および方法の各組み合わせおよび置換が具体的に考慮されて
いる。同様に、これらの任意の部分集合または組み合わせが同じく具体的に考慮され、開
示されている。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図２Ｄ】

【図２Ｅ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月6日(2018.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口腔中に全体的に受け入れ可能であるボディを含む、タバコ植物組織を実質的に含まな
いオーラル製品であって、
　該ボディが、
　　ポリウレタンを含む口内で安定なポリマーマトリックスであって、該オーラル製品が
1つまたは複数の口内で安定なポリマーを少なくとも60重量％含む、口内で安定なポリマ
ーマトリックス、
　　該口内で安定なポリマーマトリックスに埋め込まれた、少なくとも10重量％の非タバ
コセルロース系繊維であって、セルロースを含みかつ200マイクロメートル未満の平均繊
維サイズを有する、セルロース系繊維、ならびに
　　該ボディが該口腔内に受け入れられ唾液に曝された際に該ボディから放出されるよう
に該口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した、ニコチンまたはその誘導体
を含み、
　該セルロース系繊維が、口内で安定なポリマーマトリックス中に、ニコチンまたはその
誘導体を保持する細孔への通路を提供し、該細孔が、20～60ミクロンの孔径を有する、前
記オーラル製品。
【請求項２】
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　口内で安定なポリマーマトリックス中に分散した可塑剤をさらに含む、請求項1記載の
オーラル製品。
【請求項３】
　可塑剤が、プロピレングリコール、グリセリン、植物油、トリグリセリド類、およびそ
れらの組み合わせからなる群より選択される、請求項2記載のオーラル製品。
【請求項４】
　ボディ中に分散した甘味料をさらに含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項５】
　甘味料が、サッカリン、スクラロース、アスパルテーム、アセスルファムカリウム、お
よびそれらの組み合わせからなる群より選択される、請求項4記載のオーラル製品。
【請求項６】
　ニコチンがタバコ由来のニコチンである、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項７】
　ニコチンが合成ニコチンである、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項８】
　ミネラル、ビタミン、補助食品、栄養補助食品、精力剤、無痛化剤、アミノ酸、ケメス
テティック剤（chemsthetic agent）、抗酸化剤、植物性薬剤（botanicals）、歯ホワイ
トニング剤、治療剤、およびそれらの組み合わせからなる群より選択される添加物をさら
に含む、オーラル製品であって、
　ボディが成人消費者の口内に保持された際に放出されるように該添加物が該ボディ中に
分散している、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項９】
　ボディが成人消費者の口内に配置された際に放出されるように該ボディ中に分散した、
香味料をさらに含み、該香味料が、甘草、ウィンターグリーン、チェリーおよびベリータ
イプ香味料、ドランブイ、バーボン、スコッチ、ウイスキー、スペアミント、ペパーミン
ト、ラベンダー、シナモン、カルダモン、セロリ（apium graveolens）、クローブ、カス
カリラ、ナツメグ、サンダルウッド、ベルガモット、ゼラニウム、ハニーエッセンス、ロ
ーズ油、バニラ、レモン油、オレンジ油、和種ハッカ、カッシア、キャラウェイ、コニャ
ック、ジャスミン、カモミール、メントール、イランイラン、セージ、フェンネル、ピメ
ンタ、ショウガ、アニス、コリアンダー、コーヒー、ハッカ属の種由来のハッカ油、なら
びにそれらの組み合わせからなる群より選択される、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１０】
　ニコチンが、口内で安定なポリマーマトリックスおよびセルロース系繊維によって形成
された繊維・ポリマーマトリックス中に吸収されている、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１１】
　ボディがニコチン0.1mg～6mgを含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１２】
　ボディが95％未満の250N圧縮率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１３】
　ボディが少なくとも20％の弾性率を有する、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１４】
　抗酸化剤をさらに含む、請求項1記載のオーラル製品。
【請求項１５】
　抗酸化剤を0.01重量％～5.0重量％含む、請求項14記載のオーラル製品。
【請求項１６】
　可溶性繊維をさらに含む、請求項1記載のオーラル製品。
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